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【第一章】








　ビジネス街にそびえ立つ、三十階建ての灰色のビル。

　その二十七階、朝七時十五分から、私の一日は始まる。




「おはようございます！」

「おはよう戸と倉くらさん。いつも早いね」

「社長が早いですから」

　顔なじみの、委託の警備員さんといつもの挨拶を交わし、まだ人のまばらなエレベーターホールに向かう。

　十六階以上の高層用に乗り込み、目的のフロアで降りると、しんとした空気が私を出迎えた。

　よし、まだ社長は来ていないなと一瞬だけほっとして、すぐに気持ちを切り替える。

　二十七階のフロアにあるのは社長室と、秘書が使う小さな個室に給湯室、そして社長専用の応接室。ここが私の職場だ。

　預かっている鍵で全ての部屋の扉、そして窓を開けて換気。コードレス掃除機で絨毯を綺麗にして、机やキャビネットを布巾で拭いていく。

　掃除がひと通り終わったら、新聞数紙とコーヒーの準備。朝の一杯とともに新聞を読むのが社長の日課だから。

　コーヒーメーカーが作り出す良い匂いが漂ってくる頃、ようやく自分の席でメールチェックを始める。社長との共同アドレスに届くメールは特に注意が必要だ。間違って削除したりしないよう、きちんと確認して分類しないといけない。

　それらが終わる頃合いで、上司はほぼ毎日出勤してくる。

　今日も八時前に、かちゃりと扉が開いた。

　ノブが回った瞬間に立ち上がる。

「おはよう、戸倉さん」

「おはようございます、社長」

　姿を現した部屋の主は、今日もぴしりと決まった姿で挨拶を口にした。

　──私、戸倉彩さや音ねが勤める会社『メルヴェラッド』は、海外でも評価の高い、国内有数の電子機器メーカーだ。

　社長の父親である先代、現在は会長である人が、老舗電気機器メーカーに勤めた後、当時の同僚や学生時代の友人たちとともに会社を立ち上げて、今年で三十八年。

　素晴らしいを意味する「merveilleux」と、仲間という意味の「camarade」。二つのフランス語を掛け合わせた造語が、社名として決められたという。

　当初は電子計算機を始めとした数種類の商品を地道に販売していたが、約二十年前、当時としては段違いに小型化された電子端末の開発と製品化に成功してから、飛躍的に業績を伸ばしていった。

　ここ十五年ほどは、デスクトップ及びノートパソコン、そしてスマートフォンなどのモバイル機器に至るまで、国内のシェアでは毎年、他社とトップを争う状態が続いている。

　そんな中、三年前に大きな人事異動があった。もっとも注目されたのは、初代社長が会長職に就き、副社長を務めていた長男が二代目を継いだこと。その長男が現在の私の上司、水みず科しな颯そう大たである。

　その当時、私は『メルヴェラッド』に入社したばかり。研修後の配属で秘書課に入り、二年間は専務付きとして働いた。そして三年目の今年度から、前任者の寿退社に伴い、社長付き秘書として異動したのだった。

　職務に就いて早半年が過ぎた。以前の上司である総務担当の専務は、普段は穏やかな性格ながら仕事に関しては鋭く目を光らせていて、だから程よい緊張感があった。

　社長も同じタイプで、さらに言えば何事もスピーディー。確認を頼んだことは、よほど忙しくない限り一時間以内には返答があるといった具合に。

「今日の予定はどうなってる？」

「午前中は営業部と開発部との合同会議です。外出は現時点でのご予定はありません。午後二時に森もり丘おか商事の葛か西さい様が来られるお話にも、変更はございません」

「何か、急ぎの件は来ているかな」

「ＨＫホールディングスの創業三十周年行事へのご招待と、再来年の展示会への出展依頼がメールで届いていました。他のメールや郵便物はいつも通りに」

「わかった。何かあれば声をかけるから、君は自分の仕事をしていてくれ」

「承知しました」

　こんな感じで、朝のスケジュール確認には五分もかからない。大きな窓を背に専用デスクの席に着き、並べられた新聞の一面にざっと目を通す。

　そのうちの一紙を広げる前に、コーヒーを注いだカップを傍らに置くのが私の役目。デスクの上は内線電話と、郵便物や書類を分別しておくケースがあるのみで、すっきりとしている。

　あらかじめ仕分けたメールや手紙は、もちろん私が開封後に内容確認しているけれど、社長は必ず自分でも確認する。何事も自分の目で直接、というのが二代目社長のモットーなのだ。

　新聞や書類のチェックを続けながら、社長の左手は時折、傍らのコーヒーカップに伸びる。何気ないような手の動きも指遣いも、とても優雅だといつも思う。さらに言うならその手自体も、男性らしく骨張って大きくはあるけどスラリとしていて、長い指は繊細にすら見える。

　その、手を見つめるのが私はとても好きだった。

　ともすれば次の仕事を置いたまま、しばらく見つめてしまっている。今もそうだ。

　──けれど、カタカタ、という音で我に返る。社長がメールチェックのためにパソコンを操作する音。

　自分の仕事に立ち返り、私もキーボードを叩く。

　しばらくはキーの打音だけが断続的に聞こえていた室内に、内線の音が響いたのは九時前のこと。

「はい、社長室です。──承知しました、お伝えします」

　受話器を置いて、顔を社長に振り向けた。

「社長、会議の用意がととのったそうです」

「わかった」

　すでに必要書類はまとめてファイルしてある。それに目を通していた社長は、ファイルを閉じながら立ち上がった。

　今日の装いはダークグレーのスーツ。群青のネクタイをシルバーのピンで留めている。シックな色合いで、もともと背が高く細身の彼に、さらにスマートな印象が加えられているように感じられる。

　短めの前髪を下ろし、全体を軽く撫でつけた髪型がよく似合う。会議を前に引き締めた表情は、整った容貌を普段以上に引き立てている。

　大手企業の二代目社長として、どこに出しても誰に見られても恥ずかしくない。そんな彼の姿は、私たち社員の誇りだ。

「行ってくる。急ぎの件が来たらアプリで」

「はい。行ってらっしゃいませ」

　早足で出ていく社長の後ろ姿に、私は礼儀正しく頭を下げた。タイミングを見計らって顔を上げると同時に、社長が扉を開けた体勢で振り返り、私を見てにこりと微笑んだ。

　思わず詰めてしまった息を、扉が閉まった瞬間、深く深く吐く。

　──ああ、颯にいちゃんは今日もカッコいいなあ。

　一人になった途端に熱を持ち始めた頬に手を当てて、私はしばらくの間、ぽうっとした思考でその場に立ったままでいた。




『メルヴェラッド』には、私の父も勤務している。

　実は、会長とともに社を立ち上げた、大学時代の友人の一人だ。営業担当として業績アップに大きく貢献し、順調に昇進もした。五年前からは広告部門の専務職に就いている。

　創業時のメンバーの中で、現在も勤めているのは会長と、父だけだと聞く。そのせいもあってか、もともと仲は良かったらしいけど、今でも年に数回は二人だけで飲みに行ったりゴルフに出かけたりしているらしい。

　父親たちの関係がそんなふうだから、結婚後は夫婦同士で会うようになり、さらに子供が生まれてからは家族ぐるみの付き合いに変化した。

　つまり私と社長は、子供時代から頻繁に顔を合わせる機会があり、必然的に幼なじみの間柄になった。お互いに一人っ子なので、兄妹に近い関係と言ってもいいかもしれない。

　さすがに仕事中は礼儀と言葉遣いに気をつけているけど、プライベートでは今も「颯にいちゃん」と呼んでしまう。それほどに私は彼を、幼い頃から慕っていた。

　はっきり言えば彼が、私の初恋の相手である。八歳年上の颯にいちゃんは、初めて会った時から優しくて、年齢以上の落ち着きを持っていた。そして当然、見た目もカッコ良かった。

　綺麗な黒髪に、程よくパッチリとした澄んだ黒目。通った鼻筋の下には、形と色づきの良い薄めの唇。シャープな頬のラインは昔も今も、彼の聡明さがよく表されていると思う。

　そんな人が身近にいて、恋心を抱かないはずがない。

　出会った日、幼稚園の年少さんの頃からずっと、私は颯にいちゃんに、兄的な存在に対する思慕とともに、淡いけれど確かなときめきを感じていたのだ。

　彼は成長するに従い、周囲の男性より頭半分は高く背丈を伸ばし、細く見えるのに弱々しくは感じさせない体つきも手に入れていた。それは彼の、育ちによる姿勢の良さと、努力による自信に満ちた雰囲気の賜物でもあるかもしれない。

　三十三歳になった今では、威風堂々という表現がふさわしい、それでいて誰にでも親切で人当たりの良い、社長として外見も内面も理想的な男性になっている。

　本当に、社員全員にとって自慢の社長だ。私も秘書として誇らしいこと、この上ない。

　それは心底から喜ばしいのだけど──問題もある。

　彼が素晴らしすぎるあまりに、他の男性が目に入らないこと。

　大学までずっと共学だったし、誘われたり告白されたりした経験も、何度かはある。けれど誰にもときめかなかったし、颯にいちゃん以上に好感を持てることもなかった。

　そんなふうに学生時代を過ごして、社会人となった今は、彼以上の男性が存在するかもしれない、という考えすら持てなくなっていた。

　私にとって、恋心を傾けられる男性は、颯にいちゃんだけ。

　……たとえ、彼にとって私が、妹のような存在でしかないとしても。




「では、ハードの入れ替えは来年度にさせていただくということで」

「そうですね。メルヴェさんの新機種に期待していますよ」

「もちろんです。ご期待にお応えできる製品に仕上げます」

　緊張感のある対話が、応接室にこだまする。

　社長と話している相手は、大口の取引先の一つ、森丘商事の総務部門を担当する、葛西常務。森丘の本社で使用するハード（パソコン）を、うちの新機種発売に合わせて一斉に入れ替える話が以前から出ていて、今日はその時期と台数の確認が目的だった。

　とはいえ、関係部署ですでに調整されていた案件であり、葛西常務の訪問は、実質的にはほぼ形式のみ。古くからの取引関係なので、葛西常務は会長と親しい。聞くところによると、それぞれのいとこが結婚している縁戚関係らしくて、仕事以外での付き合いもあるようだった。

　なので、社長とも遠縁になり、伯父と甥に似た関係性だという。

「さてと、仕事の話はこれぐらいにしようか」

「いつもありがとうございます。葛西常務」

「堅苦しい呼び方はやめてくれ。すまないがコーヒーのお代わりをもらえるかな」

「はい、ただいまお持ちします」

　そろそろだと構えていた私は、給湯室へ急ぐ。新しいコーヒーをカップに注ぎ、社長室に取って返した時には、何故か社長が苦笑いを浮かべていた。

「小父さん、そういう話は今は」

「そんなに渋る歳でもなかろう。今年いくつになった」

「三十三です。僕などまだまだ未熟者ですよ」

「何を言う、社長になって三年じゃないか。いいかげん身を固めても誰も文句は言わんよ」

　その瞬間、一杯目のカップとソーサーを下げる手が、応接テーブルの角に当たってしまった。かちゃりと音を立ててしまう。

「失礼いたしました」

　半分は反射的に、もう半分は焦りとともに口にした言葉を、二人とも特に気には留めなかったようだ。社長は一瞬だけ私に視線を向け、対して葛西常務はそれすらもせず、会話を続けている。

「手前味噌なんだがな、私の姪なんだよ。家内の弟の娘でね」

　葛西常務は、創業者一族の直系である現社長に手腕と人柄を買われて、長女の夫として迎えられたという。ゆくゆくは社長になる立場を約束されている立場の人だ。

　そんな人が直々に、おそらくはお見合いを勧めるのであれば、ハイスペックな女性に違いないだろう。それも、相当な。

　にこやかな表情で葛西常務は、スマートフォンの画面を社長に向けた。きっと、姪という女性の写真を見せているのだ。

「お美しい方ですね」

　社長が少し目を見張り、言った。

　目の肥えた彼がそんなふうに反応するということは、本当に綺麗な人なのだろう。胸のうちのモヤモヤが、じわじわと大きくなる。

　葛西常務は明らかに気をよくしたようで、頷きながら「そうだろう」と返した。

「外見だけじゃなく、頭脳もなかなかでね。留学を二回しているから英語はもちろん、ドイツ語も堪能なんだ。知ってるかな、グランコンサルタント。あそこの企画推進部にいるんだよ」

　その経歴と職業に、思わず心の中で感嘆してしまう。

『グランコンサルタント』といえば外資系のコンサルティング会社で、大手企業の多くがそこの社員を、ブレーンの一人として活用しているという噂だ。我が社との契約関係はないけど、定期的に営業の電話やアポイントメントの申し入れがあるし、企業概要も知っている。

　その会社の要である企画推進部所属なら、間違いなくトップエリートで、男女問わず出世は確実な人材と言える。

「それは素晴らしい。自慢の姪御さんですね」

　社長の、社交辞令とも本気とも取れる口調を、葛西常務は少なからず本気の反応と受け取ったようだった。

「その通りだよ。どこに出しても恥ずかしくない娘こだ。社長夫人も充分に務まるはずだよ」

　ご機嫌な様子で話す葛西常務は、本心から「姪御さん」を自慢にしているのだろう。それはよくわかる。わかるけど。

「どうだね、来月の休日にでも。一度会えばきっと君も」

　自然にかつ強引に、対面の約束へと持ち込もうとする相手を、社長はそっと手を上げることで制した。

　今日初めて見せた否定的な態度に、葛西常務は意表を突かれたように言葉を止める。

「葛西の小父さん。そういう話はここで決めるようなものではないでしょう。素晴らしい女性なのは認めますが、きちんとした手順もないままに話を進めるのは、双方に対して礼を欠いているのではありませんか」

　やんわりとした口調ながら、理路整然と語った社長に対し、さすがに咄嗟には返す言葉を出せなかったようだ。葛西常務は呆気に取られた表情でしばらく沈黙した後、ふう、と息を吐いて目線を下げた。

「──そうだな、君の言う通りかもしれん。悪かった」

「いえ、小父さんのお気持ちは有難く思います」

　頭を下げた相手に対して、社長は鷹揚な仕草で首を振ってみせた。ほっとしたように顔を上げた葛西常務は、残っていたコーヒーを飲み干し、ソファから立ち上がる。

「また日を改めることにするよ。長居してすまなかったね。今日はありがとう」

「こちらこそ、いつもお気にかけていただいて──」

　互いに穏やかな表情で挨拶を交わす二人は、傍目には実の伯父と甥のように見える。それぐらい、醸し出す雰囲気が近しい。

　父も母も一人っ子で、おじやおば、いとこといった存在に縁のない私には、羨ましく思える関係性だ。

「では失礼するよ。お嬢さんも応対ありがとう」

「とんでもございません。本日はご足労いただき恐縮です」

「颯大くんといい君といい、堅苦しいくらいに行儀が良いな。水科くんの教育の賜物かな」

　常務の言う「水科くん」はもちろん、現会長のことだろう。そう呼ぶ声音から、本当に気安い関係なのだなと察せられる。

　深く頭を下げる私の視線の先を、葛西常務の、そして社長の革靴が通り過ぎていく。開いて、数秒後に閉じた扉の向こうで、もう一度挨拶が交わされるのが小さく聞こえた。

　再び食器を片付けるため、身体をルーティンワーク的に動かしながらも、私の気はそぞろだった。理由は他でもない、先ほどのお見合い話だ。

　──その類の話を、これまでに耳にしなかったわけではない。社長は……颯にいちゃんは、三十歳を超えた立派な大人の男性。周囲が結婚を勧めて然るべきなのだ。

　まして、颯にいちゃんも一人っ子。家の、会社の跡継ぎとしての子供をもうけることを期待されるのが当たり前。

　そのためには、誰も文句のつけようがない、社長夫人にふさわしい女ひ性とを選ばなければならない──

　秘書としての頭では、理屈ではそうなのだとわかっている。

　けれど、私個人としての心は、ざわつきが治まらない。

　はっきり言うなら、トゲが刺さって痛み続けている。

　颯にいちゃんが結婚するなんて嫌だ、と泣いている。

　当然、幼なじみだからといって、そんな我が儘が許されるはずもない。私に、彼の恋愛や結婚に口出しする権利なんて、何一つないのだ。

　ふう、と知らずため息をついた時、社長が戻ってきた。

　はっとしてローテーブルから顔を上げると、目が合う。

　社長の──颯にいちゃんの目は、男性のわりには丸みを帯びパッチリとしていて、愛嬌を感じさせる。けれどそれは彼の、内面の一部に過ぎない。社長としてのこの人がどれほど優秀で、時には怜悧であるか、よく知っている。

　決して、優しいだけの人では……私の「颯にいちゃん」として振る舞うだけの人ではない。会社の将来を、全社員の期待と生活を背負って生きていく人だ。

　だから彼には、相応の優れた女性が、宛がわれるべきなのだ──

　自分にそう言い聞かせていると、視線が合ったままの彼が、ふっと眉根を寄せる。気がかりなことに気づいた、という表情に思えた。

　何か、些細にでもミスをしてしまっただろうか？

　そんなふうに考えている私にかけられた言葉は、予想外の内容だった。

「どうしたんだい、彩さやちゃん。そんなに疲れた？」

「……社長」

「今は二人だけだろ。颯にいちゃんでいいよ」

　穏やかに目を細める社長──颯にいちゃんだが、そうは言ってもここは会社、しかも業務時間中だ。驚きを禁じ得なかった。

　これまでは、仮に二人きりになったからといって、プライベートの愛称で呼び合うことは一切なかった。仕事上、必要なけじめだとお互いに考えているから。そのはずなのに。

「ですが」

「仕事に関わりない話がしたいんだ。リラックスして」

　躊躇する私に、なおもフランクな態度を変えることなく、しかも「ソファに座って」と促してくる。

　私はますます恐縮を覚えた。首をぶんぶんと横に振る。

「いえ、ここはお客様用ですから」

「だから、仕事に関係ない話なんだよ。いいから座って」

　その口調は、聞き分けのない子供に言うように、優しさと強制力がない交ぜになっていた。彼の意志が強いことを察して、私は「では、失礼します」とソファに腰を下ろす。

　手入れのために触っていた時、想像していたよりもずっとクッションが効いていて、体重をかけると沈み込みそうな錯覚を感じる。

　目を白黒させている私に、颯にいちゃんは、先ほどから浮かべている微笑みをあらためて向けた。

　……ああ、本当に、颯にいちゃんはカッコいい。

　社長秘書として毎日、何時間も目にしていても、見るたびに感じ入ってしまう。彼の整った容姿から醸し出される美しさに。

　颯にいちゃんは、紛うことなき美形。漫画や小説ならきっとそんなふうに表現されるだろう。

「念のため聞くけど、今急ぎの仕事はないよね？」

「え、あ──はい」

「よかった。ああ、そんなに長い話じゃないから」

「なんでしょう？」

「彩ちゃん、来月誕生日だよね」

「えっ？　……ええ、そうですけど」

　来月、つまり十一月。あと半月ほどで二十五歳になる。

　颯にいちゃんが誕生日を知っているのは、不思議でもなんでもない。子供の頃はお互いの家で誕生祝いの会をしたこともある。

　けれど、今それを問われる理由がわからない。

「誕生日は金曜日だと思うんだけど、合ってるかな」

「……そうですね、金曜です」

「二十五歳だろう。せっかくだから、二人で祝わないか」

「────え？」

　意味がすぐに掴めなくて、問い返した。

　きょとんと首を傾げる私に、ふっ、と颯にいちゃんは息を吐くように笑みを漏らす。

「仕事の後で、ディナーに行こうってことだよ。もちろん、プレゼントも用意する」

「…………あ、あの」

　言っている内容が徐々に把握できてきて、それに伴い、私の中には困惑が生まれた。

　今、私は誘われているのだ。終業後に二人で食事に行こうと──だけど、そんな誘いを受ける意味がわからない。

　それなりに大きくなってから、彼と二人だけでどこかへ行くなんて出来事はなかった。そもそもここ十年ぐらい、プライベートで会うことだって、家族同士の食事会で年に一・二度ぐらいだ。

　私が小学生の頃までは、双方の家族全員で夏休みや冬休みに旅行したこともあるけど、颯にいちゃんが大学進学のため遠方に行ってからはそういう機会はなくなり、会うこと自体が稀になった。

　颯にいちゃんが大学を卒業して戻ってきて、ほぼ四年ぶりに再会した時、私は中学三年生だった。その頃にはやはり、異性に対して遠慮とか照れみたいなものを感じるようになってしまっていて、子供の頃のように無邪気に親しくするという振る舞いはできなかった。

　そして颯にいちゃんの方も、縁故でなくきちんと試験を受けて入ったという、会社での仕事が忙しかったのだろう。家族で会う機会があっても、彼はほとんど参加しなかったのだ。食事会ですら来なかったり、来ても途中で離席したりが多かった。

　それを寂しく感じてはいたけど、仕方ないと割り切ってもいた。颯にいちゃんは将来、社長になる人なのだから、仕事に一生懸命で当然だ。家族が仲良しだからといって、そうそう顔を見せてくれるわけもない。

　実際、私もここへ入社して以降は、颯にいちゃんがどれだけ忙しいのか毎日目にしている。三十歳で社長になった背景にはきっと、新入社員時代から続けてきたとんでもない努力があるに違いない。

　そういう人だから当然、公私の区別はしっかりしている。この七ヶ月、業務時間中に部屋で二人きりになる時は少なくないけれど、必ず雇用関係としての一線を引いて苗字で呼び合うし、ましてや馴れ合うことなど一度たりともなかった。

　なのに、どうして今、そんな発言を──？

　本気で理解できなくて、ただ、彼を見つめてまばたきを繰り返すことしかできない。

「もしかして、迷惑かな」

　答えを返さない私をどう解釈したのか、颯にいちゃんは小首を傾げてそんなふうに言った。

　困ったような表情に、私は肩を跳ねさせ、首を振った。

「い、いいえ。そうじゃなくて…………あの、どうして、そんなご提案を？」

　いまだ敬語のままである私に、彼は微苦笑を漏らす。

「とりあえず、普通に話してくれないか。落ち着かない」

「……え、っと」

「ほら、食事会の時みたいに呼んでくれよ。颯にいちゃんて」

「…………颯にい、ちゃん」

　躊躇いがちに呼んだ私を見て、ほっとしたように笑う。

「うん。彩ちゃんにはそう呼ばれたかった」

「え」

「どうしても何もないよ。彩ちゃんの二十五歳の誕生日を、きちんと祝ってあげたいだけだ」

　そう言って微笑んでいる颯にいちゃんは、まるで、子供の頃に会っていた「おにいちゃん」に戻ったようだった。

　──私を、本当の妹のように可愛がっていてくれた、あの頃の──

　嬉しさの裏で、胸がちくりと痛む。

　彩ちゃんと呼ばれることも、颯にいちゃんと呼んでいいと言われることも、特権のようで嬉しい。けれどそれは私を、昔のままの「女の子」だと、子供だと認識されているからこそのようで。

　私はもう、子供じゃないのに。

　彼が言った通り、来月で二十五歳になる、大人なのに。

　複雑な思いのままに返した視線は、颯にいちゃんには通じなかったようだ。特に訝しげな色を浮かべることもなく、優しく穏やかな目のまま、彼はさらに言った。

「ここ何年か忙しくて、皆で集まる機会にほとんど顔出しできなかったからね。その埋め合わせもしたいし」

「埋め合わせ？」

「寂しかっただろう、俺がいなくて」

「…………っ」

　穏やかな微笑みから一転、からかうような笑みを向けられて、言葉に詰まる。

　小さい頃から私が、彼に会うとしつこいぐらいに付きまとって両親からたしなめられるほどだったのを、しっかりと覚えられているらしい。当時の颯にいちゃんは小学校の高学年だったのだからそれも当然だ。

　けれど、今こんな時に、持ち出すことだろうか。

　とうの昔に、遠慮なく付きまとって不自然でない歳は過ぎているのに。

　──確かに、食事会にすら彼が来ないのを、寂しく思っていた。

　隠していた感情を見透かされて、恥ずかしくもあり、悔しくもある。颯にいちゃんは普段とても優しいけど、時折こんなふうに、年上の余裕を見せて意地悪く振る舞うのだ。

　……でも、少し意地悪なところも含めて、好き。

　そんなことを思ってしまうのだから、我ながら始末に負えない。だけど事実だから仕方ない。

　要するに、私はどんな時でも、彼に勝てた試しがない。子供扱い、年下扱い、妹のような相手。彼にとっての私はそういう存在なのだ。

　いつだって、指摘されたことは正しい。だから認めるしかない。

「…………す、少しは」

　それでも半分は見栄を張ってしまった私に、颯にいちゃんはふふっと笑いかける。

「だからね、寂しさの埋め合わせだよ。彩ちゃんの好きな店に行って、欲しい物をあげたいから、リクエストは何でも言って」

　そこまで言われてしまうと、何かしら考えざるを得ない気にさせられる。

　いや、正直に言う。戸惑う気持ちはまだあるけれど、一緒にお祝いしようと言ってもらえて、素直に嬉しい。

『メルヴェラッド』に入社した時から、颯にいちゃんの近くで働くのが夢だった。社長になった人のそばで働くのは名誉なことだけど、とても難しいことでもある。ともかくは自分にやれることを頑張ろうと、配属先である専務のもとで一生懸命努力を重ねた。

　それが認められたのか、今の秘書が結婚退職するから信頼の置ける人に就いてもらいたい、と言われて社長付きに異動したのがこの春。こんなに早く夢が現実になるなんて思ってもいなかったから、当初は不安と緊張もあったけど、公私混同をしない態度の颯にいちゃんに感化されて、いつしか仕事に一心に打ち込めるようになっていた。

　それはとても充実した日々だったけれど──いつも、一抹の寂しさを感じていたのも事実。あまりにもプライベートの顔を見せない彼に対して、もう私とはそんなふうにしか接してくれないのか、とふとした時に考えてしまっていた。

　理屈ではそれが当たり前、仕事中は従業員、秘書として扱われるのが至極当然だとわかってはいても。

　恋する気持ちはなんて我が儘なんだろう──そして、単純なんだろう。

「ね、どうかな」

　ダメ押しのように、否、まさにダメ押しの一言を言われて、もはや退路を断たれたように感じた。

　などと言うと大袈裟だけど、つまりは、断るための口実を思いつけなくなってしまった──良くも悪くも。

「わかりました……わかった。お願いします」

　とはいえ、まだ口調は躊躇いがちになってしまう。

　それでもやっと承諾を返した私に、颯にいちゃんは満足げに頷いてみせた。

「よし、じゃ早速、何が欲しいか教えてくれ。行ってみたい店もどこでも」

「そ、その前に」

「ん？」

　まだ何か問題があるのか、と言いたげな目で見られた。

　私にとっては、いや他の誰であっても気になるに違いないことが、一つある。

「……颯にいちゃん、お付き合いしてる人はいないの？」

　その問いに、目を見開いた後、彼は破顔した。

「いないよ。この半年の間に、いるように見えた？」

　揶揄するような言い方に、私は首を横に振る。ほぼ毎日、彼が出社前から自宅で働き、終業後に私が帰った後もビルの閉館ギリギリまで仕事しているのを知っているから、女性とお付き合いする時間はないのではと思ってはいた。

　けれど、プライベートの全てを把握しているわけではないし、一応社長にも休日はある。その気になればデートの時間を捻出できなくはないだろう。

　現に、私を食事に連れて行く時間は確保できるようなのだから。

「まだ何か心配してる？」

　再び考えを見透かすような言葉をかけられて、内心うろたえた。

「え、えっと」

「大丈夫、彩ちゃんが心配することは何もないから」

　と言った颯にいちゃんの笑顔は、安心させようという気遣いと、何度見ても思わずドキリとする魅力に満ちていた。







【第二章】








　それから半月後。

　終業時間ぴったりで仕事を終えた後、一緒に階下へ下りるものと思っていた。けれど「先に裏へ回ってて」と言われたので、どこかへ電話をかけていた颯にいちゃんを社長室に残し、私は一階の社員通用口を出てビルの裏に回った。

　考えてみれば、終業時間後しばらくは、退社する社員が多くいる状態だ。正面玄関だと常に誰かの目があるだろうし、社長と秘書が一緒にいるのは別に不自然ではないにせよ、今からプライベートな行動をするわけだから、見られると逆にこちらが気まずい。

　そんな感情も手伝って、通用口を出るまでの私はたぶん、必要以上に縮こまって行動していたと思う。直後にもっと、縮こまる思いをすることになるとは予想せずに。

「────あの、社長、これは？」

　目の前に滑り込んできた車に、私は呆然としてしまった。

「颯にいちゃんだろ」

　彼は他に何事も起きていないように指摘したが、それどころではない気分だった。

　だって私たちの前に停車したのは──どう見てもリムジン。大きな車が纏う重厚で煌びやかな雰囲気は、薄暗いビル裏にはまるで似つかわしくない。

「どなたが乗るんですか？」

「俺たちに決まってるだろ」

　この状況で、バカな質問をしてしまったとは思う。でも、問わずにはいられなかった。

「どうして」

「お待たせいたしました。お乗りください」

　重ねようとした問いは、降りてきた運転手さんに遮られた。黒光りする扉を開け、私たちが乗るのを待っている。

　職務遂行中の人を待たせるわけにはいかない。秘書としての癖でそう考えて、ついすんなりと乗り込んでしまった。

「……どうして、リムジンなんかの手配をしたんですか」

　会話を再開できたのは、二人ともに座席に腰を下ろし、車が走り出してから。

　やたらに広く、そしてゴージャスな車内は当然初めてで、落ち着かない。とても黙って乗ってなどいられない、そんな気分だった。

「どうしてって、彩ちゃんのお祝いだからに決まってるじゃないか」

　若干びくついている私に対し、颯にいちゃんの答えはあっけらかんと発された。

　お祝いに決まってると言われても。

「全然わかりません……」

　おどおどとした声が出てしまう私を見て、斜め左に座る颯にいちゃんはふふっ、という余裕たっぷりの笑いを漏らす。

「俺がそうしたかったってことだけ、わかってくれたらいいよ」

　……だから、それは何故？

　ただの幼なじみにする行いとしては、度を越していると思う。いくら妹みたいに大事に思ってくれていようと、こんなに大仰な真似をする必要も必然性もないはず。

　けれど、余裕を湛えた笑みを崩さない彼を見ていると、問いを重ねることが無駄な行為のように思えて、言葉を発せなくなった。

　笑い返さなければいけない気がして、愛想笑いを浮かべたつもりだけど、たぶん、かなり不自然な、引きつったような表情になっていたに違いない。

　そうこうしているうちに、車はある店舗の前で停まる。

　レストラン、ではない。店構えを見れば一目瞭然だ。ここは。

「──えっ、ここって」

「さあ降りて」

　疑問は、相変わらずゆったりと微笑んでいる颯にいちゃんに遮られた。しかもなんだかウキウキとしていて、私の手を取り、エスコートするように店の中へと誘う。

「いらっしゃいませ」

「こんばんは。水科だけど」

「水科様、お待ちしておりました」

　出迎えてくれた店員さんは制服姿がとても美しく決まっていて、なおかつ顔立ちも綺麗だ。それも当然で、ここはドレスショップなのだった。しかも、確実にセレブ御用達である、ハイブランドの。

「お願いしたいのは彼女です」

「まあ、可愛らしい方ですね。お任せください」

　その台詞を合図に、他の店員さんもわらわらと寄ってきて、私は店の奥の個室に連れて行かれた。緊張で口を利けずにいる私はたちまち着せ替え人形と化し、試着させられたいくつかのドレスの中からシックなレッドの一枚を着せられ、あれよあれよという間にヘアセットとメイクも施される。

「お待たせいたしました、水科様。ご覧ください」

　アクセサリーまで完璧にコーディネートされた後、応接スペースのソファで待っていた颯にいちゃんの所へ連れて行かれる。現れた私を見て、彼は少し目を見張った。

　ああ、似合ってないんじゃないかな……こんな身体の線が出るデザイン着たことないし、髪型だってメイクだってこれほど念入りに整えたことはない。自分を不細工とまでは思わないけど、こんな大人のドレスやアクセサリーが似合うような美人では──

「いいね、悪くない」

「ありがとうございます！」

　落ち着かなくて煩悶している私とは裏腹に、颯にいちゃんは満足そうに頷きながら感想を述べ、言われた店員さんは安堵を惜しみなく、表情と声に表した。

　喜びに微笑む店員さんたちに見送られて店を出る。

　リムジンの座席に戻っても、先ほどまで以上にフワフワと身体が浮き上がっているような心地で、本当に落ち着かない。

　……彼がここまで、私を飾り立てる理由は何なのだろう。

　どう考えたってこれは、妹のような幼なじみにするレベルではない。繰り返し、疑問と不審が頭と心をよぎっていく。

　それともこの人は、連れ歩く女性なら誰でも、ドレスアップさせてみたくなるとか……？

　いやいくらなんでもそんなわけが、と自分で自分に突っ込むけれど、結局は納得できるような答えの浮かばないうちに、車はレストランに着いた。




　何故颯にいちゃんが私を着飾らせたのか、理由はレストランに着いてみて一応はわかった。私がリクエストした所よりもランクが上の、ドレスコードが厳しい店だったからだ。

　具体的に言えば、私が行きたいと言った店は、格式はあるけれど男女ともにスーツなら問題のない雰囲気だった。

　てっきりその店に行くものだと思っていて、だからわざわざドレスに着替えさせられたのが全く理解できなかったのだけど、ここに来るならそれも納得だった。

　国内トップクラスの有名ホテル『ウェリタシアン』最上階に入る、超高級フレンチレストラン。私が希望した店と同じ系列ではあるけど、ランクはずっと上になる。

　当然ながら格式も超一流で、店員さんの対応はとても丁寧。もちろん料理も実に美味しく、申し分なかった。

　──けれど、どうしたって疑問は残る。

　何故彼が、私のリクエストを聞くと言っておきながらこの店を選択したのか、だ。

　デザートを食べながら質問を投げかけると、颯にいちゃんは「何を言ってるんだ」と言いたげにまばたきをする。

「誕生日だからに決まってるだろう、そんなの」

　今日は何度、この人の「決まってるだろう」と耳にしただろうか。どうやら、彼はそう言えば全ての説明はつくと思っているようだけど、問題はそこではない。

　私の誕生日のために、ここまで大仰な計画を立てて、散財する理由が何なのか。どう考えても妹同然の幼なじみに対して行うレベルではない。

「そうじゃなくて、…………」

　互いの大きすぎる温度差を感じずにはいられないのに、うまく伝えるための言葉が出てこない。

　戸惑いを顔に出しているであろう私に対し、颯にいちゃんは気づいていない素振りで、金色の小さな紙袋を差し出した。有名アクセサリーブランドのロゴが入った袋にはっとして、怖々と受け取ると、中には長方形の小ぶりの箱。

　向かいを見ると、視線で「開けてみて」と促されているのがよくわかった。おそるおそる、箱のリボンをほどいて開けると──

　危うく叫びそうになったのを、喉元ギリギリで堪える。

　箱に入っていたのはネックレスとイヤリングのセット。

　ネックレスには十一月の誕生石であるインペリアルトパーズ、イヤリングには蠍座の守護石と言われるピンクオパールがそれぞれ、ダイヤモンドと組み合わせてデザインされている。

　どちらの石も希少と言われているはずで、しかも加工料やデザイン料も加えれば、かなりの価格になるはずだ。

　確かに私は、ちょっと良いアクセサリーが欲しいとは言った。言ったけど。

　いよいよもって、幼なじみの女の子に与えるプレゼントのレベルとはかけ離れている。

「そ、颯にいちゃんっ」

「ん？」

「どうしてこんな高そうな物」

「何度も言ってるだろ、彩ちゃんの誕生日だから」

「そうじゃなくてっ」

　何度も繰り返された彼の理由を遮って、半ば叫んだ。

「……どうして、私の誕生日だからってこんなに、何もかも豪華にしたの？　こんなことする理由、私たちの間に何もないじゃない」

　いくらこれまで親しくしてきたにしても、その関係性の度を越していると思う。これではまるで──好きな女性、恋人に対する振る舞いのようだ。

　そんなふうに思いながら訴える私をよそに、颯にいちゃんは手元のカップに残っているコーヒーを飲み干す。

　そして、ふいに表情を変えた。

　今まで浮かべていた微笑みはなくなり、やけに口元を引き締めている。こちらを見つめる目も……余裕の色が消え去って、ひどく真剣な眼差しが私を捉えていた。

　急に変化した場の雰囲気に、戸惑いを覚えていると。

「君のご機嫌を取りたかったからだよ」

「──え？」

　すう、と息を吸い込む音が微かに聞こえた。

　そして言葉が発される。

「このホテルに部屋を取ってる。今夜一緒に過ごしてほしい」




　部屋に連れてこられても、信じられない気持ちでいっぱいだった。だけど、視線の先にある窓の外に広がる街明かり、そして上等な絨毯に足が沈む感覚も、幻覚ではない。

　最上階のスイートルーム。ホテルの部屋なのに玄関スペースがあって、高級マンションの一室のよう。そこを抜けるとシックな色合いの絨毯が敷かれた広いリビングで、有名家具ブランドのテーブルセットとテレビやオーディオなどの電気機器が揃えられている。簡易だけど整えられたキッチンスペース、廊下を挟んだ向かいにはお手洗いと浴室。

　そして、廊下を進んだ先には、キングサイズのベッドが設えられた寝室があった。

　部屋をひと回りしながら案内されても、私は、何一つ反応することができずにいた──いや、寝室を見せられた時にはさすがに、これからのことを連想してビクッとしたけど。

　……けれど、とうてい現実とは思えなかった。煌びやかな室内を映す目、絨毯を踏みしめる足や大きな手が添えられた背中、それらの感覚が自分でもわかるほどに鋭敏になっていて、その全てが今を現実だと訴えかけてきていても。

　だって、どうして信じることができるだろう。

　私が──颯にいちゃんと、男女の関係になるなんて。

　今夜一緒に過ごしてほしい、と言われた時は、幻聴だと思った。そういう対象になりたいという、心の奥底の願いが強すぎるあまりに聞かせた、幻なのではと。

　だからなのだろうか、考えるよりも先に、頷いてしまっていた。

　頷いた直後、彼が浮かべた嬉しそうな笑みを目にして、これは幻覚ではなかったのだとようやく気づいた。

　我に返ってからは焦りっぱなしだ。とっくに食べ終えていたデザートの皿を見やって、颯にいちゃんが私の手を取り立ち上がらせた時も、レストランのすぐ下のフロアにエレベーターで移動している時も、部屋に入った今この時でも。

　寝室の入口に立ち尽くす私の右肩を、背中から移動した颯にいちゃんの手が、そっと包んでくる。

「緊張してる？」

　何気ない調子で聞いてくる、低い声。

「………………そ、そ、それはっ」

　対して私は、満足に答えを返すこともできない。声だって動揺で震えていて、裏返りかけている。

「当然か。彩ちゃん、こういう経験は今までにないだろう？」

「ど、どうしてっ、わ、わかる」

「君の緊張のしかたを見ればすぐわかるよ。……大丈夫」

　優しくする、と耳元で囁かれ、肩を撫でられて、ゾクッと身体に震えが走った。

　ホテルの部屋で夜を一緒に過ごす、という流れが何を意味するのかは、恋愛経験ほぼ皆無の私でも推測できる。数々の恋愛漫画や小説、ドラマでありがちの展開だ。

　それが実際に、自分の身に現実として起こるとは、考えていなかったけど。だって私がそうなりたい相手は、昔から、颯にいちゃん以外にいなかったから。

　──その人が、今から、私を女として抱くという。

　ずっと願っていた展開に違いないのに、まだ頭では信じきれていなくて、嬉しいのか逃げ出したいのか判断できない心境になっている。彼の言う通り、こういう経験どころか、男性と付き合ったことすらない私だから、こんな時にどんな顔をしたらいいのかもわからない。

　導かれるまま、寝室に足を踏み入れ、天蓋付きの大きなベッドに近づく。ピンとシーツの張ったマットレスの上に座らされた途端、心臓が早鐘のように鳴り始めた。

　隣に座った颯にいちゃんが、私の頬に手のひらを添えて、彼の方に顔を振り向かせる。

「彩ちゃん」

　これまでに聞いたことのない、甘い声音で呼ばわりながら、彼の顔が近づいてくる──そして、柔らかなものが唇に触れた。

　初めての感触に、思わずぎゅっと目を瞑った。

　……男の人の唇も、こんなに柔らかいんだ。そんなことをぼんやり思っていると、感触が少し遠ざかった。

　と思うとまた触れられる。今度は、先ほどのようにただ表面を触れ合わせるだけでなく、やや押しつけるような強さで。

　身体がわずかに、後ろに傾ぐ。それを見逃さなかったかのようなタイミングで、颯にいちゃんの手と腕が私の背中に回る。

　気づくと、抱きしめられながら、いつ終わるともしれないキスを受けていた。腕の力はそんなに強くないけれど、ずっと唇を塞がれていて、息苦しくなってくる。

　息を少しでも吸いたくて、ほんのわずかだけ唇を開いた。それをまたもや、彼は見逃さなかった。隙間からすかさず、湿ったものが入り込んでくる。

　熱い舌が、私の舌を絡め取り、口内を舐っていく。

「…………ん、んぅ……っ、ふ、っは」

　初めての、そして深い口づけには、どう対応すればいいのだろう。火傷しそうだと錯覚するほどに熱い感触、舐られるたびに背筋を這い上がるゾクゾクとした感覚、ぴちゃぴちゃと舌が立てる音が耳を侵す、恥ずかしさ。

　それら全てから来る戸惑いのままに、私は可能な限りに身をよじり、声を漏らした。

　どれぐらい経った頃なのか──きっと数分だっただろうけどその何倍にも思えた時間の後、ようやく唇が離れた。

　つうっ……と口の間に光る糸のようなものが伝うのが見えて、思わず目を伏せる。

「──嫌かな？」

　そう聞かれて、伏せた目を上げた。颯にいちゃんが、さっきまでの余裕はどこへやら、不安げに私を見つめている。

　数秒考えた後、首を横に振った。

「ち、違うの……嫌なわけじゃないの。私……私、ぜんぶ初めてだからどうしたらいいのかわからなくて、ちょっとパニックになってて」

　正直に打ち明けると、軽く目を見開かれた。

「もしかして、キスもしたことないのか」

　問いに、こくりと頷いた。そうか、と声が返る。

「じゃあディープキスはいきなりだったか……悪かったね。気持ち良くはなかった？」

「気持ちいい……？」

　なにぶん初めてだから、比較対象がなくてわからない、という問題はある。けれど。

　彼としたキスは、柔らかくて熱くて……すごくいやらしい感じもして恥ずかしかったけど、背中がぞわぞわして身体が震えた。その感覚は、思い返すと全然、不快なものではなかった。

　それが「気持ちいい」と分類されるものならば、そうなのかもしれない。

「気持ち、良かった……かもしれない。よくわかんないけど」

　ごめんなさい、という言葉が口をついて出る。

　彼がこんなに気を遣ってくれているというのに、私ときたら、ろくな返事ができていない。経験がないのは仕方ないにしても、もう少しましな受け答えを考えられないものか。

　そんな思いでいくぶん落ち込んでしまった私の頭を、颯にいちゃんが優しく撫でてくる。

「何も、謝ることなんかないよ。経験がないのは悪いことじゃないし、それに──」

　言葉を切り、何故か口の端に苦笑を浮かべた。

「謝らなきゃいけないのは俺の方だと思う」

「……？」

「彩ちゃんが可愛すぎて、手加減できないかもしれないから」

　言うが早いか、唐突な動きで、彼は私をベッドに押し倒した。身体全体にマットレスの弾みを感じるのと同時に、再び唇が覆われて、今度はこじ開けられる。

　濡れた舌がたちまち、私の舌に絡みつき、弄ぶように動く。

（……熱い……）

　混じり合った唾液が、熱いまま、喉の奥に落ちていく。反射的にごくりと飲み込んだ刹那、胃の底、あるいはもっと奥の方にも、熱が灯ったように感じた。

「……そ、うにいちゃ……んっ……」

　初めて感じる熱が何なのかわからなくて、戸惑いのままに彼を呼ぶ。離れた唇が首筋に移動し、ちゅうっと強く吸い上げられる感覚に、身をよじった。

「颯大って呼んで」

　何度も肌を吸う唇が、今度は耳たぶを吸う。同時に熱い舌が耳のラインを這い、次いで耳孔に入ってきて舐め回し始めた。

「は、ぁっ──あ、あっ、それ……や、ぁぁっ」

　首筋を吸われた時よりも格段に強い、ぞわぞわした震えが身体の内側から湧いてくる。気持ちいいのと本能的な怖さが混じったような感覚を、逃したいけれど逃し方がまるでわからず、手足をシーツの上で藻掻かせる。

　そんな私の両手に絡んで、ベッドに縫い止めるように押さえつけたのは、言うまでもなく颯にいちゃんの手。

「ほら、颯大って呼んで。呼ばないと、もっとするよ」

　くちゅくちゅ、と唾液が肌に混じり合わされるような音がした。その音もひどく、何というかいやらしくて──そう、淫猥に響いて。

　耳をまんべんなく舐め尽くされる感覚も相まって、今や気がおかしくなりそうなくらい、頭がいっぱいいっぱいになってきていた。もうその行為は止めてほしい、早く許してほしい──

「…………そ、颯大、さん」

　私が呼んだ途端、耳は執拗な責めから解放された。

「そう、よく呼べたね」

　口を拭いながら微かに笑った颯にいちゃん──颯大さんは、胸が苦しくなるほどに色っぽかった。男性にそういう表現はもしかしたら間違っているかもしれないけど、本当にそんなふうに見えた。

「ご褒美に、もっと気持ちいいことをたくさんしてあげる」

　そう言いながら彼の手は、私のドレスのファスナーとボタンを丁寧に、それでいて素早く外していく。あっという間にドレスを脱がされ、ストラップレスのブラジャーとショーツ姿にさせられて、急激に羞恥が身を灼いた。

「や、恥ずかし……」

　思わず胸を隠しかけた両腕を、颯大さんがすかさず外す。

「何が恥ずかしい？　すごく綺麗なのに」

「だ、だって」

「もっと見せて。君の全部を、隠さないで」

　そして、気づけばブラジャーも、ショーツも、すっかり取り払われてしまった。

　一糸纏わぬ私の姿を、颯大さんはじっと見つめ、頬を徐々に紅潮させていく。ごくりと唾を飲み込んだように、喉仏が動いた。

「ああ、綺麗だ。本当に綺麗だよ……彩音」

　感じ入ったように吐き出された言葉の最後、初めて呼び捨てにされた名前に、驚いて目を見張った。

「ずっとこの時を待ってた」

「……え」

「彩音を、女として俺のものにできる日を」

「それ、って……あっ」

　それってどういうこと、と最後まで言わないうちに、彼の手のひらが私の胸を覆った。最初は肌を撫でるだけだったのが、次第に指が動いて乳房を揉み始める。ふにふにと感触を確かめるように、繰り返し。

「柔らかいな。すごく触り心地がいい」

　と楽しそうに言われても、どう答えればいいのやら。裸を晒している照れと胸を触られる恥ずかしさ、厚い手の中央で胸の先が擦られる未知の感触に、もじもじと身じろぎすることしかできない。

　そんな私の、いつの間にか起ち上がっていた乳首が、いきなり摘ままれる。

「っ、ぁん」

　唐突な行為の刺激を、構えていなかった身体はひどく敏感に感じ取って、腰が跳ねた。同時に口からは、思いがけないほど甘い声が漏れた。

　そんな反応をしたことに自分でもびっくりしたけど、颯大さんはもっと驚いたらしい。大きく目を見開き、何度かまばたきをした後、ニヤリという感じの笑みを浮かべる。

「感じた？」

「え？」

「気持ちよかったか、ってこと」

「…………う、うん」

　躊躇したけど、正直に答えた。

　自分でも意識しては触ったことのない乳首──そこを、あんなふうに摘ままれると腰が動くぐらいに気持ちいいだなんて。

　確かに感じた快感を、その通りだったと表すのはとても恥ずかしかったけど……言わなければきっと、また意地悪なことを言われてしまいそうだ。そう思ってしまった。

　自分が、彼とこれから行うことに期待していると気づいて、身体が熱くなってくる。羞恥心のせいでもあるけれど──先ほど与えられた刺激の行く末を知りたい、という思いも間違いなくある。

　彼に、もっと感じさせてほしい。

　彼と身体を繋げたい。

「そうか。じゃ、もっと気持ちよくしてあげよう」

　私の返答に、颯大さんは本当に嬉しそうな微笑みで応じ、行為を再開した。形が変わるほどに乳房を弄びながら、乳首の先を爪で何度も引っ掻いてくる。

　小刻みに与えられる刺激で息が荒くなる私を、満足げに見つめる彼が、今や果実のように固くなった乳首に吸い付いた。

「はぁっ──あ、あぁ、ああん」

　吸い上げながら舐められるたび、さっきよりも強い快感が電流のように走る。

「善い声、出すな。もっと聞かせてくれ」

「は、あ、あぁっ」

　なおも乳首を舐め上げながら、彼はもう片方の乳首を、長い指で何度となく摘まみ、弄る。二方向からの責めが気持ち良すぎて、はしたないと思いながらも声が止められない。

　快感に悶える中、お腹の奥から何かがじんわりと染み出す感覚がしてきて、知らず両脚を擦り寄せる。

　と、颯大さんの手が素早く足の間に入り込み、茂みに隠された部分に触れた。

「あ」

「ん、イイ感じに濡れてる」

　満足そうに呟く彼は、いつの間にかジャケットもシャツも着ていない。薄く目を開けると、服を着ている時には想像できなかった、胸やお腹に程よく付いた筋肉がチラリと見えて、ドキドキする。

　けれどもっと心臓がときめくのは、誰にも触らせたことのない秘密の場所を、触られているという現実。割れ目をそっとなぞられただけでも、ソコにとろとろとしたものが溢れている──彼曰く、濡れているのがわかる。

　性的に気持ちよくなるとそうなるという知識は、未経験の私にもあった。けれど実際に自分がそんなふうになるのは、理屈では理解していてもやはり恥ずかしい。

　にもかかわらず、私は、もっと触れられたいと思っていた。指先が滑らされるだけでもこんなに感じるなら、その先にはどんな世界が待っているのだろう。

　んん、と鼻にかかった声が漏れる。

「どうした？」

「……もっと、触って……」

　口から滑り出した懇願に、颯大さんが息を呑む気配がした。閉じていた目を開けると、端正な顔が驚きを隠さずに私を見ている。しばらく後、何故か苦しげに、彼が目を伏せる。

「どこでそんな誘い方、覚えたんだ」

「え？」

　誘い方なんか知らない。ただ、してほしくなったことを口にしただけ。私にとってはそれだけだったのだが、颯大さんには違ったらしい。

　再びこちらに向けられた目は、明らかにさっきまでと違っていた。見たことのない色を帯びて光っている──燃えているようだ、と言っても差し支えないかもしれない。

　後から思い返すと、あれは欲情というものだったのだろう。動物が獲物を捕らえようと思い定めた、決意と欲に満ちた目。

「お望み通りにするよ。でも後悔はなしだ」

　言うが早いか、颯大さんの両手が有無を言わせない素早さで、私の膝を割った。必然的に両脚を広げ、自分でもまともに見る機会のほとんどないアノ場所を、彼の目に正面から晒す状況になっている。

「え、あ」

　さすがに恥ずかしすぎて足を閉じようとするけど、力強い手が許してくれない。がっちりと私の太腿を固定した颯大さんの顔が、足の間に沈んだ。

　何が起きるのか、と思った瞬間。

「あ、あぁっ！」

　いきなりソコに吸い付かれ、叫んだ。乳首を弄られた時の、何倍もの衝撃と快感が一息に押し寄せる。先ほど割れ目を触られている際に、疼くと思っていた部分──ソコの上の方に付いている突起を、柔らかな唇と熱い舌に翻弄されている。

「あぁ、あ、あぁんっ」

「彩音のココ、真っ赤になってる。甘くて美味い」

　舌先で突かれながら転がされ、ジンジンと痛いほどに疼くソレが、津波のような勢いで快楽を生み出していた。

「やぁ、そん……っ、んぁ、はぁぁん！」

「もっと食べていい？」

　答えを待たず、舌が、とろりとした液を垂らす入口に侵入してきた。同時に唇が秘孔に吸い付き、溢れる愛液を音を立てて吸い上げる。

　ぴちゃ、じゅる、じゅぅう、という淫靡な音が部屋に響く。いやらしく舐められる感覚とともに、私の理性を侵していく。

「甘いよ、彩音……どれだけ食べても足りない」

「あん、あぁん、颯大さん……気持ちイイ……」

　知らず、私は腰をゆらめかせていた──もっと、もっととねだるように。彼に、さらなる快感を与えられたくて。

　そう考えた時、舌と唇の動きが止まった。何だろうと思ったのとほぼ同時に、秘孔に何かが差し込まれる。

「っ、あ」

「痛い？」

　尋ねられて、入れられたものが颯大さんの指であることを察する。舌よりも固く、そして長いものの感触は、ソコに入れられると違和感が強かった。けれど、痛くはない。

「……ううん、痛くない」

「そう、よかった。なら続けていいか」

　私が頷くと、指がさらに奥へと入ってきた。彼の指は、男の人にしては繊細に見えたけど、こうして内側で感じると、骨張ってゴツゴツしている。それが粘膜を擦り上げ、まだ開かれていない道を進んでくる。

　じゅわり、と身体の奥からまた、愛液が染み出してきた。それを確認してか、ナカに入れられる指が二本に増えた。一本の時よりも強まった圧迫感に、思わず腰をよじらせる。

「ふぁっ……」

「苦しいか」

「……ちょっと」

「なんとか慣れてくれ。でないと、挿れられない」

「あっ、あぁー……」

　くちゅくちゅと、音を立てながら指が出し入れされる。遠からず別のモノで同じ動きをされるのだ、と思い至って、その感触にどうにか慣れようと、気を集中させる。

　私のナカで蠢く指が、内側の壁の、ある一点を押した。

「んぁっ」

　不思議な刺激が走って、身体が一瞬浮き上がる。その反応に、颯大さんは何かに気づいたような表情になった。

「今感じた？」

「え」

「ココ」

　もう一度、同じ所をぐっと押される。先ほどよりも力を込めて。波のように全身に波及する刺激に、私は思わず背中を反らした。同時に、ナカがきゅうぅ、と締まるのを感じた。

「あぁん」

「……っ、やっぱりココ、感じるんだな」

　確認の言葉を呟かれた後、指は出し入れする動きから、同じ場所を押し上げる動きに変わった。ぐ、ぐ、と繰り返し、指を捻りながらソコを押されるうちに、だんだんと身体は、刺激を快感と捉えるようになっていく。

「あ、あん、あぁ……」

　ぐちゃぐちゃと掻き回されて、ナカからは、生み出された愛液がこれでもかというほどに零れ出てくる。溢れたとろとろの液体は、お尻を伝ってベッドのシーツへと染みていく。

　お尻に感じる冷たさでそれが如実にわかって、いかにいやらしい行為をされて淫らに反応しているか、あらためて認識した。

　恥ずかしい、はしたないという思いは、感じてはいるけど最初に比べるととても薄いもので、今は【感じたい、気持ち良くなりたい】という思いの方が圧倒的に勝っていた。

　気づけば私は、いやらしく腰をくねらせて、ナカを蠢く指が感じる場所にもっと当たるようにといざなっていた。

「そうた、さん……気持ちイイ、あぁ……」

「そんなに善いのか、彩音」

「イイ……好き、気持ちイイの好きぃ」

　ふっ、と嬉しげに息を吐く音が聞こえる。

「彩音、すごくいやらしい顔してる」

　告げられた後、唇が塞がれ、舌が絡み合う。

　ぴちゃぴちゃと二つの口が立てる音と、じゅぽじゅぽと秘孔と指が立てる音が混じり合う。この上なく淫靡な空気が、豪華絢爛なスイートルームの寝室に満ち満ちていた。

「……ん、んぅ──ふ、っぅ、んん」

　口づけの甘さと、ナカに与えられる甘い刺激に、頭がクラクラする。身体も心も蕩けて、おかしくなりそうだ。

「ん、んっ……ん、あ、あ」

　突如、ナカが震えた気がした。その震えはソコからお腹へ、手足へと波打つように広がっていく。

「あ、なんか、へん──や、あ、や、くる……」

「怖いか？　怖かったら俺にしがみついて」

　颯大さんの言葉に、左手に絡められた手を、しっかりと握りしめる。空いている右手は、腕ごと彼の背中に回し、言われた通りにぎゅっとしがみついた。

　来る、と思った「何か」は、すぐそこまで迫っていた。

「あ、やぁ、きちゃう……きちゃう、あ、あ、あぁ」

　その「何か」が脳天まで辿り着き、全てを吹き飛ばすような強さで、一気に弾け飛ぶ。

「あぁぁーーーーー！！！」

　感じた勢いのままに、弓なりになりながら叫んだ。

　ビクリ、ビクリと痙攣する身体の感覚を、弾け飛んだ「何か」がまとめて攫っていく。

　……しばらくは、頭が真っ白になって、何も考えられなかった。何分ぐらい経った頃だろうか、目尻を優しく拭う指に気づく。

　瞼を開くと、涙の粒がこめかみを滑り落ちた。颯大さんの指がまた、そこを優しい手つきで拭った。

「気持ち良かった？」

「…………え、あ、私」

「すごく上手にイケてたよ」

「……イケる……？」

　ぼんやりと、オウム返しに口にした私に、彼は説明してくれる。

「快感が極まるとそうなるんだ。頭がおかしくなるぐらい気持ち良かっただろう？」

　問われて答えるのは照れくさかったけど、私は頷く。

「初めてなのにイケるなんて、彩音はイイ身体してるな」

　颯大さんの、どこか楽しげな様子に、今度は私が質問した。

「──それって、いいことなの？」

　もちろん、と自信たっぷりに返される。

「彩音が気持ち良くなってくれるのは嬉しいし、俺も、君を可愛がり甲斐があるのはこの先が楽しみだよ」

　先、と言われて心の中で首を傾げた。実際はまだぐったりしていて、頭もよく動かせなかったのだけど。

　……この先、なんて時間があるんだろうか。

　今夜、私を女として扱うのは、気まぐれの一種なのではないのか。もっと穿って考えれば、昔から身近にいた女の子を、自分の手で女にしたくなった、とか──

　この部屋に誘われた時から燻っていた思いが、ちりちりと、新たな火を点けられたように心に広がる。

　そんなことを考えている私には気づかない様子で、颯大さんは「そろそろいいかな」と言いながらベッドの端に寄り、もぞもぞと動いていた。

　──私の上に被さる体勢に戻った颯大さんは、何も身につけていなかった。正しく言うなら、彼の中心、垂直に近い角度で起ち上がるモノに着けた、薄い膜以外は。

　思わず、ソレに見入ってしまった──だって。

（…………おおきい）

　他の人のモノを見る機会は当然なかった。幼い頃にはたぶん、入浴中に家族のを見たことはあるのだろうけど、実際どんなふうだったかは今となっては覚えていない。だから比較なんてできないのだけど。

（大きい、よね……）

　男性のその場所が、性的な興奮でそんなふうになることは、知識として知ってはいた。でも想像は漠然としかしたことがない。

　……この見た目は、はっきり言って、想像のはるか上をいっている。最初の驚きが去ると、不安が取って代わった。

「あ、あの」

「ん？」

「そんなの、入るの……？」

　そう──これから私のナカに入るのだ、アレが。

　サイズを測ったことなんか当然ないけれど、完全に未経験の私のナカにあんなモノが入って大丈夫なんだろうか、と思わずにはいられない。そもそも、最初の時はけっこう痛いとも聞くし。

　あからさまに泡を食っている私に、颯大さんは、安心させるような柔らかい微笑みを向けてくれた。

「不安なのはわかるよ。……たぶん、痛くしてしまうとは思う。もしかしたら最初は痛いだけかもしれない。どうしても嫌だと君が思うなら、ここでやめておく」

　迷いない口調で、そう言ってくれたけど──私はそれでも良いとしても、男性的にはどうなんだろう。こんな状態になってから何もせずに終わるなんて、そんなこと平気なのか。

「……颯大さんは、その、どうなの？」

「え？」

「男の人は、ここまで来て止めても、大丈夫なの？」

　私の質問を、すごく意外なことを言われたように受け止めたらしい。颯大さんは見開いた目を、何度もパチパチと瞬かせる反応をした。

　そして、照れくさそうな、少し困ったような表情になる。

「君に気遣われるとは思わなかったな……聞かれたから正直に言うけど、俺はもちろん、最後までしたいと思ってる。けど君が嫌がることをするつもりはないんだ。無理強いしてまで、自分の欲望を通すつもりはない」

　欲望、と彼自身の口から言われて、また思わず、変わることなく形態を保つソレに目をやってしまう。ゴムの膜越しにもわかる、赤黒い皮膚の色と、そこに走る筋の形。他の人のモノだったら、あるいはグロテスクに感じたかもしれない。

　けれどこれは、彼の興奮の証──私に対して、男として欲情しているからこその反応。私を一人の女と見てくれている事実の証明。

　それがたとえ、今だけのことなのだとしても、構わなかった。ずっと恋してきた、大好きな人に初めてを捧げられるのなら、女として何よりも喜ばしいことに違いない。

「…………い」

「えっ」

「嫌じゃ、ないです。ちょっと怖いけど、颯大さんが相手なら──だから、抱いてください」

　はっきりと思いを伝えた。

　颯大さんの喉仏が動くのが、また見えた。

「……まったく、君って子は」

　少し顔を伏せて呟く声が、どこか苦々しい。

「本当に、どこでそんな言い回しを覚えるんだか」

「え、えっと」

「ああ、ごめん。彩音が悪いんじゃないよ」

　ふう、とため息をつく様子からは、そんなふうに思えないけれど。

「君が健気すぎて可愛くて、制御できるか心配なだけ」

「え……」

　問い直そうとした時、向けられた双眸に、射るように見つめられた。

「先に謝っておくよ。無理させたらすまない」

　両膝をあらためて開かれ、彼の身体が割り入れられた。

　潤う入口に、熱い切っ先が触れてくる。

「挿れるよ」

「──はい」

　身構えて、目を瞑る。

　つぷり、と入ってくる感覚の後、徐々にナカが圧迫されていく。もう少し力抜いて、と囁かれそう努めてみるが、初めての熱い違和感に気を取られてうまくいかない。

　そして唐突に、身体の奥がミシリと、音を立てた気がした。

「…………っ、あ…………」

　同時に襲ってくる、どこかが引き裂かれるような痛み。熱い竿がナカを擦って進んでくるのに伴ってそれは強まり、波紋のように全身へ広がってきた。

「痛い……？」

「……っく、ぅ」

　掠れた声音での問いにも、想像以上の痛みで言葉が紡げない。何か言わなければと思っても、食いしばった歯の間から出せるのは呻きだけ。引き結ぶ私の唇に、颯大さんの唇が優しく触れてきた。ついばむように何度も軽く吸われる。

「もう少し……っ」

　颯大さんが言った直後、ナカの一番深い場所に、何かが当たった。動きが止まる。

　ふーっと、彼が深く息を吐いた。

「全部、挿入った」

「……そう、な、の？」

　絞り出した自分の声は、思った以上に細い。

「ああ。──彩音の中、ものすごくイイよ」

　何かを堪えるように言われて、よくはわからなかったけど、きっと気持ちいいのだろうと察した。

　彼が私で気持ち良くなってくれているのなら、とても嬉しい。

　溢れた想いのせいか、知らずソコに力が入り、ナカを収縮させる。

　くっ、と颯大さんが呻いた。気持ち良さと苦しさが一緒になったような、そんな声。

「……彩音、あまり締めないでくれ。我慢できなくなる」

　と言われても、意識してやったことではないから私自身、どうしていいかわからない。そう考えているうちにまた「締めて」しまったようで、彼が息を詰めてまた呻く。

「──もうだめだ。彩音、動くよ」

　言いながら、逞しい竿を入口近くまで引き抜かれた。かと思った瞬間、ずぷりと一息に奥まで突き入れられる。全身が浮き上がるような衝撃が襲った。

「っ、ぁぁん！」

　そのままゆっくりと、彼が分身を往復させる。膣壁をまんべんなく擦られる感覚が、指よりも強くて熱い。動かれると小さくない痛みも感じるけれど、痛いだけでない何かを、私のナカが拾い上げようとしていた。

　それが何なのかを本能的に知りたくて、気づくと私はねだっていた。

「颯大さん……もっと動いて」

「彩音？」

「私も、感じたいの……」

「────、……後悔しても止めないからな」

　逡巡したような間の後、宣言した彼が腰の動きを速めた。緩やかだった抽挿が、突き上げるように勢いよく、深く奥に届いてくる。

　熱い切っ先を押しつけられるたびに、甘い声が漏れた。

「あ、あっ、あ……ああっ、そこ、だめっ」

「ココだろう、彩音の好きなトコロは」

　指を入れられた時に強く感じた場所。ソコを、彼のモノで何度も容赦なく突かれるうちに、怖いほどの快楽が這い上がってきた。

「あん、あぁっ！　やぁ、だめぇ、あぁぁん！」

　はしたない嬌声が止まらない。首を反らし、髪を振り乱して喘ぐ私は、どんな顔をしているのか──そんな思いがチラリとよぎったけど、もはや気になどしていられない。

　わずかな躊躇は霧散し、ただ、颯大さんが与えてくれる快楽を追いかける。

「あん、そうた、さんっ──イイ、イイっ」

「ああ、俺もすごくイイよ、彩音」

「颯大さん、颯大さん……好き……」

「もう一度言って」

「好き、颯大さ……んっ」

　短い口づけが落とされ、抱きしめられる。

「ん、俺も──俺も好きだよ、彩音」

「好き、好きぃ」

「さやね……っ、愛してる……！」

　彼の胸と腕にかき抱かれ、荒い息とともに囁かれた刹那。

「……あ、あぁ、あぁぁ……！」

「……っ、く、ぅぅっ」

　脳天に駆け上がった感覚が再び弾け飛んだのと、颯大さんの分身が私のナカで震えたのは、ほぼ同時。

　直後、ぶわりと吐き出されたものを、膜越しにも熱く感じた。







【第三章】








「はい、メルヴェラッド本社、社長室でございます」

　次の瞬間、比喩でなく彼女の血の気が引いたように見えた。

「……はい、おります。少々お待ちください」

　保留ボタンが押され「社長、森お──」と最後まで告げられる前に、自分の受話器を取り上げていた。

　彼女の驚く顔を視界の端に入れながら、もしもし、と声をかける。

『ああ、颯大くんかい？　私だよ』

「──どうも。お元気そうで何よりです」

　予想通りというか、やはり相手は葛西の小父だ。

　そろそろ、掛かってくるのではないかと思っていた。

　先日の社への訪問の際、持ち出された、小父の姪との見合い話。世間話の延長のような形で進められかけたから、体裁を盾にすることでその時は退けた。

　だが、あちらは思っていた以上に本気であるらしい。先週明け早々に親父に呼び出され、二階上の会長室へ出向いたところ、ポートレートと釣書を渡されたのだ。

『葛西が、颯大に是非にと、送ってきてな』

　と親父はさも驚いたような顔を見せて言ったが、実際は違うと思っている。表情が嘘くさかったし、声音からするとむしろ、どことなく喜んでいるかのようでもあった。おそらく、葛西の小父は事前に、親父に話を通していたのだろう。もしかしたら母も含めて。

　対外的にはいざ知らず、親父は、身内相手には嘘をつくのが下手なのだ。その正直さ、悪く言えば単純さを、よく仕事の際には隠せているものだと感心するぐらいだが、それはそれとして。

　ここで話が持ち出された日から数えると、釣書が送られてくるまでに三週間ほど。すぐに送ってこなかったのは、まず外堀を埋める段取りを進めていたのだろう。うちの親にこの話をしたということは、あちらの、姪である女性の家でもすでに話が済んでいると考えて間違いない。そうでなければそもそも、写真と釣書が送られてくることはないだろう。

　親父がしつこく目で促すので、仕方なくその場で、両方に目を通した。以前に見せられた写真とは違う、美しく着飾った振袖姿で、それを差し引いても美人には違いなかった。そして、釣書の内容は、訪問の折に葛西の小父が話したことがさらに詳細に書かれており、姪なる女性がこの上ない才色兼備であるという、証明書のようだった。

　その事実は客観的には認めるが、個人的にどうかと聞かれれば、話は別だ。

『先日お父上に写真と釣書を送ったんだが、どうだい、見てもらえたかな』

「──はい、拝見しました」

『私の欲目でなく、大した娘こだろう。妻も是非、君に会わせたいと張り切ってるんだ』

　それはそうだろう。森丘商事の創業者の一族、現社長の孫娘ならば、有力者や関連企業の重役候補と縁を結ぶのが当然の立場。自分で言うのも何だが、電子機器の国内トップシェアを誇る『メルヴェラッド』の社長であれば、結婚相手として不足はないということだろう。

『どうかね。年が変わる前に一度、顔合わせだけでも』

「……小父さん、よろしいでしょうか」

『なんだね』

「申し訳ありませんが、やはり今は見合いなど考えられません。そんな気になれないのです」

『なんだって？』

　何を言われたか咄嗟に理解できない、という人間はこんな反応をするのだろう。その見本のような応答だった。

『それは……どういうことかな、颯大くん』

「つまり、お会いするつもりはないということです。姪御さんに不満があるわけではなく、あくまでも僕自身の問題ですので。失礼は承知ですが、姪御さんには他の、ふさわしい方をご紹介ください」

　なるべくマイルドに事実を伝えたつもりだが、それでも、慇懃無礼に聞こえたかもしれない。葛西の小父の慌てた声が返ってくる。

『ちょっと待ってくれ颯大くん。もっときちんと話を──』

「恐れ入ります。この話はお受けできません。では」

　追いすがるような相手の言葉に割り込み、電話を切った。

　いかに優れている女性であろうと、見合いをする気はおろか、伴侶として迎えるつもりはこれっぽっちもない──一人の娘を除いては。

　そう時間を置かず、葛西の小父から親父に連絡がいくだろう。おそらく、いや確実に、親父を問い詰めるに違いなかった。その前に話ができたら良いのだが、あいにく親父は海外の工場を視察中である。

　早いうちにメールだけでも送っておこう、と考えながら、顔を上げた。

　目が合った彼女は、はっと肩を震わせ、視線をノートパソコンのディスプレイに戻す。真剣に入力している素振りを見せるが、短い間に数回、キー操作を間違えたらしい様子だった。

　ふう、と一度息をついてから、声をかける。

「戸倉さん」

「は、はい」

　応じた声が上ずっている。先ほどの電話の用件が何だったか、もちろん彼女は理解しているだろう。たぶん、葛西の小父が名乗った時点で察していた。写真と釣書を受け取ったことは彼女も知っているから。

「ちょっとこちらへ来なさい」

　手招きすると、彼女は焦った様子で立ち上がり、そそくさとデスクの前へ立った。

「何でしょうか」

「そこじゃない、こっち」

　さらに手招いて、座っている椅子の横に立たせる。

　疑問符を浮かべた表情の彼女と、座ったまま向かい合わせになり、少し強めに腕を引き寄せた。何の心構えもしていなかったであろう彼女は、あっけないほど簡単に、胸に倒れ込んでくる。寄りかかる姿勢になった彼女を、抱き上げて膝の上に座らせ、抱きしめた。

「彩音」

　呼ぶと、また肩を震わせた。逃れようと身体をよじり、こわばらせる様子もあったが、それでもなお、彼女の身体は柔らかい。

　鼻先にかかる髪からは、花のような匂いがする──あの夜、髪に触れるたびに香った匂い。

　十日ほど前の出来事を思い返しながら、彼女を捕らえる腕に力を込めた。




　俺が彼女──彩音と出会ったのはもう、二十年以上前のこと。

　互いの父親が大学時代に知り合った縁で、親父が『メルヴェラッド』を起業する際に彩音の父も携わり、ともに会社の発展に尽くしてきた。

　他の起業メンバーは、それぞれの事情で袂を分かったり他の会社へ移ったりして疎遠になったが、彩音の父・戸倉氏とはずっと同じ本社勤めということもあって縁が続いた。もともと、大学で知り合った頃から非常に気が合い、親友と言って過言ではないぐらいに親しくしていたらしい。

　そんな間柄だったから、各々が結婚してからも夫婦同士で交流し、子供が生まれてからは家族ぐるみの付き合いとなった。

　より正確に言うなら、ほぼ同時期に結婚したにもかかわらず、戸倉夫妻にはなかなか子供ができなかった。俺の両親に遅れること八年、ようやく娘を授かったが、赤ん坊の頃は虚弱体質と言われ、よく熱を出したり短期入院したりしていたという。

　やっと体調が落ち着き、注意は必要だが格別の心配はないと医者に言われたのが、娘が幼稚園に入った頃。十二歳の俺と、四歳になる前の彩音は、両家が催した食事会の席で出会った。

　食事会と言っても、彼女の家の夕食に俺たち家族が招かれたという、簡易な形式。不特定多数の人間がいる場に娘を連れ出すのはまだ不安だから、といった理由からだったらしい。

　初対面は彩音の家の玄関。母親の背に隠れる格好で、小さな女の子は現れた。その頃の彩音は、あまり多くの人と関わった経験がないためか、人見知りな性質だった。

　食事中も、母親か父親の隣にくっついて離れない時がほとんどだったが、唯一、彼女と二人きりになった時間がある。手洗いを借りようと廊下に出た際、先に使っていたらしい彩音が、ドアを開けて出てきたのだ。

　俺と正面衝突しかけた彼女は、文字通り目を丸くして、こちらを見上げていた。当時すでに身長が一六〇を超えていたから、四歳前の子供が見上げるのはいささか大変であったろう。

『えっと、彩音ちゃん？』

　俺が確認形で呼びかけると、彼女は声を出さずに頷いた。

『トイレはここでいいのかな』

　二つ目の質問に、彩音はまた頷いた。目を伏せて、それでいてはっきりと。

　ありがとう、と軽く礼を言った俺を再び見上げた彼女は、小さな頬を緊張でか真っ赤に染めていた。そして両目は、驚きとは違うふうに大きく見開かれて、キラキラと輝いていた。何か興味深い、好ましいものを見つけたような感じで。

　彩音があの時、俺をどう思ったのかはわからない。

　けれど少なくとも俺の方は、彼女を「可愛い」と思った。大袈裟に言えばあの時が、異性に対して初めて、可愛らしいという感情を持った瞬間だった。

　もちろんというか当初は、年の離れた妹に対するような好感、親愛の情であり、やましい想いは一ミリたりともなかった。人見知りの時期を過ぎ、兄代わりの存在として一心に慕ってくれる彩音がただ可愛らしく、愛おしかった。

　基本的に大人しく聞き分けの良い娘だったし、ごく偶に見せる年齢らしい我が儘や頑固さも微笑ましいものに見えていた。そう感じてしまうほど俺は、彼女を唯一無二の「妹」として大事に思い、扱っていたのだった。

　その感情が、本当に唯一無二のものに変わったのは、いつのことだったか──などと前置きをするまでもなく、はっきりと覚えている。俺が大学を卒業し、実家に帰省していた時期のことだ。

　とある地方都市の大学で四年を過ごした後、正規の試験を受ける形で『メルヴェラッド』に入社した。本社近くのマンションを新居に決めて引っ越した後、一度は顔を見せなさいと言う両親に応じて、何日か実家に戻った。

　その際に、久々の食事会が催されたのだ。入学以降、長期休みでもあまり帰省しなかったから、全員が揃うのはほぼ四年ぶりであった。両親だけでなく彩音の父母も、大学卒業と入社を大袈裟なほどに祝ってくれた。そして彩音も。

『颯にいちゃん、久しぶり……卒業おめでとう』

　そう言ってはにかんだ、四年ぶりに真正面から対峙した彩音は、記憶にある小学生の幼い少女ではなく、少女から大人への道のりを確実に歩んでいる中学三年生らしい──有り体に言えば、こちらの想像以上に可憐な娘に成長していた。

　もともと、小さい頃から顔立ちは可愛らしかった。どちらかといえば幼かったその顔は、年齢らしい可憐さにほんのわずか大人びた色香が混じり、どこか危ういような魅力を放っていた。彼女自身にはそういった自覚がなさそうな雰囲気がまた、その危うさに拍車をかけているように感じられた。

『……あの、それで。大した物じゃないんだけど、お祝い』

　おずおずとした仕草で差し出されたのは、細長い包み。箱の形状からネクタイだろうと見当をつけた。

　有名ブランドのロゴが入った包装紙──スーパーやそのへんの洋品店ならともかく、あの店の品物ならネクタイでもかなりの値段であるはず。バイトもまだできない中学生の彼女は、おそらくは自分の小遣いを切り詰めて買ったのだろう。

　推測したその背景に、胸が熱くなった。

『ありがとう彩ちゃん。大事に使うよ』

　そう言いながら受け取った俺に、彩音は、緊張に引きつった顔から一転、ぱあっと明かりを点けたように顔いっぱいの笑みを見せた。

　花が咲いたような、本当に嬉しそうな笑顔に、釘付けになった。

　彩音を一人の女の子として認識し、異性としての愛おしさを感じるようになったのは、あの瞬間からだ。

　……八歳も年下、しかも十代の子に一目惚れみたいな気持ちを抱くなんて。そう考えたこともある。

　実際問題、二十歳過ぎの男が中学生の少女に本気ともなれば、下手すると犯罪扱いされてしまう状況だ。だから、当面は周りに知られるわけにはいかないと思った。

　もちろん、彩音本人にもだ。

　彼女はきっと、俺を兄代わりの存在としてしか認識していない。プレゼントを受け取った時、あれほどに無防備な表情を見せたのがその証拠だ。直前の臆病にも見えた態度は、久々の再会で緊張していたのと、思春期の娘らしい恥じらいによるものだろう。

　想いを告げるのは、彼女がもっと成長してから……せめて、今の俺と同じ歳になるぐらいまでは待つべきだ。それまで彼女には手出ししないと心に誓った。




　自慢ではないのだが、昔から友人知人に、お前はモテて良いなと言われる。実際、小学校高学年の頃からずっと、女子の熱っぽい視線と噂にされている雰囲気を浴びてきたから、自惚れではなく事実と言っていいだろう。

　大学で年月を過ごす間にも、多くの女子学生にアプローチされた。そのうちの何人かとは、長い期間ではないが付き合った経験もある。だから恋愛に関しては、それなりに経験を積んで慣れているつもりでいた。

　しかし。

『颯にいちゃん、どうしたの？』

　そう問われて初めて、彩音に見とれてぼうっとしていたことに気づくぐらい、再会のたびに俺は、彼女に惹かれていった。

　数ヶ月おきの食事会で会うごとに、幼なじみの娘は、少女から大人の女性への変貌を見せていった。あたかも、鳥の雛が殻を少しずつ破り、その姿を現していくように。

　会うたび綺麗になる相手に見とれるなというのは無理な話で、何かの拍子でつい、まじまじと彩音を見つめてしまう。そして毎回、彼女の無邪気な問いで我に返る。

　そう、彩音は無邪気だった。見た目が大人びて年頃の落ち着きや謙虚さが身についていっても、内面の根本は子供の頃から変わらなかった。

　そんな彩音が俺の内心の煩悶に気づくはずもなく、どんな時でも素直に感情を表し、接してきた。時には、想いに気づかれているのではないかと錯覚するほど、こちらの態度の不自然さを鋭く突いてくることもあったりした。何かにつけて彼女に過剰反応をしていた俺は、思い返してみれば、周りに下心は見透かされて当然の状態だったのかもしれない。

　ただし、年齢らしい遠慮からか、彩音が一定の間隔以上に物理的な距離を縮めてくることはほとんどなかった。それだけは非常に有難かった。もし、子供の頃と同じようにくっついてきたり手を繋ぎたいと言ってきたりしたら、果たして誓いを破られずにいられたか、正直自信がない。

　そんなふうに、年下の娘に翻弄され続けて、八年が経った頃。

　大学卒業後、彩音は『メルヴェラッド』に入社した。他の企業も受けて内定をもらっていたと聞いたが、父親が勤めている安心感が勝ったのか、最終的には我が社に決めたらしい。

　就職先が決まったのは喜ばしいことだったが、俺個人としては当初、素直に喜べなかった。想いを自覚した時、その時の自分と同じ年頃に彼女が至ったら──そう考えていたから、同じ会社に勤めることになった彩音に対し、どう接するべきかかなり悩んだ。

　当時の俺は副社長で管理職の人間。彩音は一般の新入社員。知らない人間が見れば、簡単に関わりが生まれるはずのない間柄だ。

　そんな二人が個人的な繋がりを匂わせるような行動をすれば、あらぬ誤解を受けかねない。彩音の入社はコネによるものだとか、俺が立場を利用して彼女に関係を迫っているとか。特に前者に関しては、彩音の父も幹部社員という現状がどこからか漏れる可能性があるだけに、いつ噂になってもおかしくなかった。

　言うまでもなく、彩音の入社の過程にコネが作用した事実は全くない。彼女は自力で就職活動をして、自身の能力で採用試験を突破している。

　だが噂を立てる人間、そして聞いた者は、そんな平凡な事実よりもセンセーショナルな内容の「噂」を信じるだろう。人間は往々にしてそういう思考に陥りがちである。

　だからこそ、彩音との距離の取り方には、充分すぎるほどに気を付けなければならない。個人的に親しいと知られるのは以ての外。

　それゆえに俺は、研修期間は当然、彩音が総務担当の専務付き秘書として配属された後も、社内で彼女に接触することは徹底して避けた。たまたま廊下などですれ違いそうな時ですら、可能であれば別のルートを選んだほどに。

　そこまでして、近づくことを避けていたにもかかわらず──彩音が入社して二年目の終わり頃、俺に付いていた秘書が結婚を機に退職した。それに伴い、新しい社長付き秘書が選出されたのは当然の流れだったが……選ばれたのが当の彩音であったのは、完全に想定外だった。

　自分で言うのも何なのだが俺は、それなりに有能だと思っている。だからこそ三十過ぎでトップ企業の社長に就いたわけだが、とりもなおさずそれは、社内で一番多忙な立場に就いたということでもある。

　つまりは秘書にも、俺と同様の忙しさと、多種多様な業務に耐えうるだけの能力が期待されるわけだ。そんな難しい立ち位置に、まだ新米といっていいような女子社員が配属されるなどとは、誰が思うだろうか。

　いろいろな意味で気がかりだったので、人事部長と、彼女が担当として二年間付いていた専務に聞いてみたほどだ。答えは二人とも一様に「心配いりません」とのことだった。

　そして実際、心配は不要だった。秘書としての彩音は、とても入社三年目とは信じられないほどに有能だった。

　後で知ったのだが、新人研修における彩音の評価は男性社員を抑えてトップだったそうで、配属先を巡っては水面下で争いがあったらしい。最終的には営業部と秘書室の二部署が残り、話し合いが繰り返された末に秘書室配属となったという。

　幹部間では当然ながら周知の事態だったようだが、意識的に彩音に関する全てを避けていた、というか避けすぎていたせいで迂闊にも知らなかった。あるいは、聞かされたのかもしれなかったが、それが彩音のこととは思わなかったか、彼女についての情報だったゆえに無意識にシャットアウトしたのかもしれない。

　ともあれ、彩音の秘書としての働きには、何の問題もなかった。問題はこちら側、俺自身の中に存在した。

　彼女が毎日、仕事中のほとんどで近くにいるようになり、もちろん嬉しくはあったのだが同時に、常にある種の緊張を覚えるようになった。常に「上司」の「社長」として接する必要を感じざるを得なかった。

　要するに、そうしなければ自分の言動に歯止めが利かなくなりそうだと感じていたのだ。ひとたび公私混同を行えば、きっと、いや間違いなく、見境がつかなくなると。

　想いに気づいて十年目。彩音は立派な女性に成長したし、俺も一人前の領域に足を踏み入れるぐらいにはなったつもりである。

　──大人の男と女になった、という現実を目の前に突きつけられる毎日なのだ。言動をセーブするには、ありったけの自制心をかき集めなければならなかった。

　それでどうにかやり過ごせると思っていたのだが、彼女が着任してしばらく経った頃、またもや想定外の事柄に気づかされる。

　他ならぬ彩音が、時折こちらを、熱を帯びた瞳で見ている事実に。




　今、俺を見下ろす彩音の目には、戸惑いが浮かんでいる。

　この反応は当然すぎるほどに当然なことで、今は就業時間中である。彼女と仕事するようになって半年以上の間、必要最低限以外の接触をしたことはなかった。それだけでなく、互いをプライベートの愛称で呼ぶこともしなかった。半月ほど前のあの日までは。

　それぐらいに「社長と秘書」の関係を徹底させておかなければ、自分自身の抑制ができないと思っていたからだ。だが、彩音と毎日顔を合わせる状況は想像以上に、心に秘めてきた欲求を強く揺さぶった。

　何かの拍子に、ふいに頭をもたげる願望。それを懸命に押さえつける毎日。

　そんな日々に区切りをつけようとした結果が、誕生日の経緯だった。精一杯祝ってやりたくて、思いつく最大のレベルで飾り立て、プレゼントを贈った。

　──そして、口説くためにホテルの部屋へ誘った。

　彩音も俺を意識してくれている。異性の意味ありげな視線を長年浴び続け、今では気配だけで察するようになったほどの経験値からすれば、ほぼ間違いなかった。だから誘いを口にしたのだ。

　思った通り、彼女はうろたえながらも頷いてくれた。

　あの夜の彩音は、それまでに何度も想像してきた彼女よりもずっと可愛かった上、煽情的だった。清らかで美しい身体はどこを触っても敏感で、何も知らないはずなのに情熱的に反応した。

　貫いた時はさすがに痛かった様子だが、初体験にもかかわらず感じることができたようだった。最後に一緒に昇り詰めた時には、大きな充足感と幸福で全身が満たされた。

　身体の相性が良いというのはこういうことか、と初めて実感した。それほどに我を忘れて彼女を抱いた。

　彩音と過ごしたあのひとときを思い返すと、そのたび甘い感情が身体の中を駆け巡る。また彼女とあんなふうに抱き合いたくてたまらない気持ちになる。

　だが彩音にとっては、相当に恥ずかしい姿を晒してしまった一夜だったようだ。翌朝目覚めて以降の異常なほどの寡黙さ、翌週からの落ち着きのない勤務態度に、それが表れている。

　目立つ失敗こそしていないが、些細なケアレスミスがちらほら見受けられるのだ。これまでの仕事における正確さを思えば、動揺の具合が嫌でも推し量れるというもの。

　そこへ来た、葛西の小父からの電話。彼女の内心の混乱はピークに達していることだろう。

　だからこれは、荒療治のつもりだった。

「今、何考えてる？」

「……あ、あの、社長」

「社長じゃない。今は名前で」

　見上げた先の頬を撫でると、ビクリと肩を震わせる。もっと濃密な触れ合いをすでに一度しているというのに、まだ男を全く知らない娘のような反応だ。

　こういうところが初々しくて、可愛くてたまらない。

「ほら、呼んでごらん」

「──そ、颯大、さん」

「何かな」

「い、今は就業中で」

「そうだね。でも誰も見てないよ」

「そういう問題では……っ⁉」

　なおも言い募ろうとする唇を、自分のもので塞いだ。

　触れ合わせるだけでも甘く感じる。舌先で舐め、口内へと侵入すると、その甘さはもはや麻薬のように離れがたい。

「ん、……んぅ、んっ」

　息を詰まらせて漏らす声すら、可愛いと思ってしまう。我ながら重症だと思わざるを得ない。

　唇を離すと、はぁっと息を吐いて、耳まで赤く染めた彼女が視界に入った。薄く涙を浮かべている目がとても綺麗だ。

　このまま、会社を出てどこかの部屋に連れ込んでしまいたい。そんな誘惑が色濃く頭をよぎったが、すぐさま打ち消した。

　十年間触れずに耐えてきた反動が、こんなにも大きいとは。自分でも予想外の行動に出てしまいそうで、少し怖いぐらいである。

　目尻の雫を拭ってやると、彩音は我に返った表情をする。

「あのっ──どうしてこんな」

「彩音が素直じゃないからだよ。さっきの電話、気になってるんだろ？」

「…………」

「察してるだろうけど、見合いの件だった。けど聞いてた通り、断ったから」

「……大丈夫、なんですか」

「決まってるだろう。どうしてそんなに心配そうにする？」

「だって」

　彩音は言いよどんだ。彼女が心配する理由はわかる。相手は古い付き合いとはいえ、仕事上の取引相手。しかも父親の友人。今後、公私ともに面倒なことになるのではないかと危惧もするだろう。

　不安そうな彼女に、明るく笑ってみせた。

「君が心配することは何もないよ。俺を信じていればいい」

「で、でも」

　言葉だけでは不安を払拭できないらしい。もう一度、唇を触れさせる。今度は先ほどよりも軽めに。

　目を見張る彩音の頬を、再度そっと撫でた。

「大丈夫。俺が特別に扱いたいのは、彩音だけだから」

　しっかりと目を見つめながら言うと、ようやく納得できたようで「わかり、ました」と彼女は答えた。その声は小さくて、躊躇い交じりのものではあったけど。
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　仕事をしている間もずっと、昨日の件が頭から離れない。

　同じ部屋に社長は今、いないにもかかわらず。

　昨日の午後、社長室にかかってきた電話は、森丘商事の葛西常務からのものだった。

　相手が名乗った途端、何の用件かはすぐに察しがついた。しばらく前に社長が、会長から写真の台紙と「釣書」と書かれた封筒を受け取っていたから。努めて気にしないようにしていたけれど、以前に耳にした見合いが正式に申し込まれたのだと考えが及んで、それ以後常に胸の中はざわめいていた。

　ああ、やっぱり彼にふさわしい縁談が進んでいくんだな──苦い諦めとともにそう思っていたら、電話のやり取りは逆の方向に進んでいる様子だった。

　そして、社長がたぶん一方的に断る形で、通話が終わった。

　あんな話の進め方をして大丈夫だったのだろうか、と気が気でなかった私を、社長は呼びつけた。仕事に集中できていない態度をたしなめられるのか、と思ったら全く違って、いきなりプライベートの調子で接してこられた。しかも誕生日の夜のような、甘い態度で。

　──あの夜、彼に女として目覚めさせられた。

　大人の男女として触れ合い、身体を重ねた。

　それはとても濃密な時間だったけれど、夜が過ぎ朝になって思い返すと、私としては強烈に恥ずかしいばかりだった。心身ともにいっぱいいっぱいになってはいたけど、自分がどんな声で何を言って、そしてどれほど乱れてしまっていたかはしっかり覚えていたのだ。

　だから、目が覚めた後に彼のそばにいるのは、ひどく居たたまれなかった。優しく言葉をかけられればなおさら、前夜のことがありありと思い起こされて、顔から火が出そうだった。家まで送ると言われるのも耐えがたく、固辞してホテルの前からタクシーに飛び乗った。

　どこかへ出かける気にもなれず、一人部屋で悶えながら過ごした週末が明けた次の月曜、ビクビクしながら出勤した。どんな表情で彼と向き合えばいいのか、本気でわからなかった。

　……いつも通りの時間に姿を見せた彼は、普段と変わりなかった。つまり、上司である社長として、秘書としての私に挨拶したのだ。その後も、前週の出来事を気にも留めていないような、完璧な仕事モード。

　週末の丸二日、ろくに眠りもせずに葛藤していた自分が間抜けに感じてしまうほど、社長の態度はさっぱりしていた。

　だから思ったのだ。そうか、やっぱりあの出来事は「気まぐれの一種」だったのだ、と。

　ショックを受けなかったわけじゃない。けれど、納得はできた。彼が私を女として本気で愛してくれるなんてことが、現実に起きるはずがない。

　一夜だけでも、彼にあんなふうに抱いてもらえたのは幸運だったのだ。初恋の人、そして今でも想っている人に処女を捧げられたのは、この上なく幸せなことに違いない。

　そう考えて、私は振る舞いを彼に合わせることを決めた。彼があの出来事を過去のものにしようとしているのなら私もそうしよう、人生最高の思い出として一生胸に納めていようと。

　──だけど、今は混乱で心がいっぱいだった。

　あの夜だけのはずだった甘い表情と言葉を示された昨日、私はいったいどうするべきだったのか。

　正直、あの対応が正しかったのかどうか、今もわからない。彼のすることに唯々諾々と従ってしまった形だけど、本当なら、引き寄せられた時にすぐ、もっと強引にでも離れるべきではなかったか。

　私の動揺は完全に見透かされていたけど、嘘だと丸わかりでも、違うと否定すべきではなかったのか。

　いくら考えても、本当に正しい回答は出てこない。

　……いや、出さないようにしているのかもしれない。

　私はまだ──あの人に、特別扱いされたいと思っているから。幼なじみの女の子としてではなく、一人の女性として。

　たとえ彼が、公私ともに近くにいる私なら都合がいい、と考えたからだとしても──そんなふうにまで思ってしまうほど。

　思惑はどうあれ、彼が私を女として見てくれているのならば、しがみつける間はそうしていたかった。きっと、二度とは来ない機会だと思うから。

　社長が戻ってくる前に、最低限の仕事は片付けてしまわなくては。そう思って集中し直そうと構えた時、内線電話が鳴った。

「はい、社長室です」

『戸倉さん？　狭さ山やまです』

　一階ロビーにある受付カウンターの担当者だ。

「何でしょう。社長はまだ戻ってませんけど」

『そうよね。困ったな……』

「どうしたんですか？」

　私より七歳年上、ベテランの域に入る受付担当である狭山さんが、本当に困ったような声を出すのは珍しい。

『あのね、社長に会いたいって人が来てるの』

　くぐもった小声に変わったことから察して「女性ですか」と尋ねた。

　しつこいようだけど、うちの社長は外見も内面もよくできた、上司としても人間としても自慢できる人だ。だから、どこに行っても女性に注目される。

　そういう女性たちは、大半は最低限の分別を持っているのだけど、時にはそうでない人もいる。会社の前で待ち伏せられたりアポなしの面会を申し込んだりされたことは、私が秘書になってからでも一度や二度ではない。

　今回も同じ類かと思ったのだけど、考えてみたら、狭山さんもそういう相手の対応には不慣れではないはず。なのにどうして、本音で困っている声なのだろう。

『そうなんだけど、あのね──婚約者だって言うのよ、社長の』

　たぶん二秒ぐらい、頭が真っ白になった。

「……どういうことですか」

『自分は婚約者に会いに来た、喜んで会うはずだから呼んでくれって。不在だって言ったら「じゃあここで待たせてもらうわ」って、今ロビーの応接ブースに居座ってる』

　ふうっと電話の向こうで吐き出されるため息を聞きながら、私はせっかく落ち着かせた心がまた騒いでくるのを感じていた。

　どうにか踏み留まらせた職業意識をもって急いで頭を捻り、五秒後には結論を出した。

「……わかりました。私が対応しますので、万が一帰ろうとしたら引き止めてください」

『助かるわ。お願いね』

　受話器を置き、パソコンをスリープモードにしてから、部屋の鍵をかけて一階に下りる。

　急ぎ足で受付カウンターに近づくと、他の受付担当と話をしていた狭山さんが顔を上げた。

「お待たせしました。どのブースですか？」

「二番。ほら、見えるでしょ」

　そっと狭山さんが指し示した方向には、確かにブースの椅子に座る女性が一人。顔は逆方向になっていて見えないが、艶のある長い髪だけでも印象的な人物だった。

「あの人ですね。じゃ対応してきます。社長が戻られたら、私は急な来客対応でロビーにいると」

「わかった、伝えるわ」

　狭山さんに了解の会釈をして、今度は二番ブースに向かう。足音は控えたけど、気配を感じたらしい。女性が座ったままこちらを振り返る。

　その瞬間、ブースの入口で立ち尽くしてしまった。

　まともに目が合ったせいだけではなく、見覚えのある顔だったからだ。

「貴女誰？」

「──はじめまして。わたくし、弊社社長の秘書で戸倉と申します。そちら様のお名前を伺ってもよろしいでしょうか」

「何、聞いてないの？　使えない受付ね」

　ふん、と女性は鼻を鳴らすように息を吐いた。

「森丘綾あ希き子こよ。ご存じかしら」

「存じております」

　社長がお見合いするよう勧められた相手。葛西常務夫妻の自慢の姪。森丘商事の創業者一族で、現社長の孫娘。

　聞かされて知った情報が、頭の中を短い間に駆け巡る。

「そう。だったら、私が颯大さんの婚約者だってことも知ってるわよね」

　颯大さん、と社長を呼ぶ声には、自信が満ちている。この女性がどれほどの自信家なのかがそれだけでわかってしまうような声音。

　……私とは全然違う。

「失礼ですが、お見合いはしないと、水科からは聞いておりますが」

「あら、秘書なのに知らないの。貴女勤めて何年？」

「水科付きになってからは八ヶ月です」

「ああ、だからまだ無知なのね。私たちの世界の見合いはねえ、話が持ち上がった時点で結婚も決まったようなものなのよ」

　ふふん、という微笑み方が、なんて似合う人なのだろう。

「だから私は、必然的に彼の婚約者なの。颯大さんだってそれはわかってるはずよ。彼、本当に今いないの？」

「……はい、本日は取引先との会食が昼にありまして、まだ戻っておりません」

「そう。なら伝えておいて、貴方の綾希子が訪ねてきましたとね。ああ、これも渡しといてくれるかしら」

　差し出された白い封筒を、機械的に受け取る。承知しました、と応じる自分の声が、自動読み上げの音声みたいだと思った。

「それじゃ失礼するわ」と立ち上がった女性は、ヒールの音を響かせながら正面玄関から出ていく。そんな、映画かドラマのライバル役のような去り方が、彼女には似合いすぎていた。

　残された私は、しばらくその場に立ち尽くしてしまっていたが、受付カウンターからの視線に気づいて慌てて振り返る。心配そうに見ている狭山さんたちに、大丈夫、の意味合いで指で丸印を作ってみせた。

　彼女たちの何か話したそうな目に気づかないふりをして、足早にロビーから去る。

　乗り込んだエレベーターの鏡を見てやっと、自分の顔が真っ青になっていることに気づいたのだった。




　社長が帰社したのは、それから一時間後。

「お帰りなさいませ」

「ただいま。何か変わったことはあったかな」

　にこやかで機嫌の良い様子から、会食で和やかに過ごせたのだろうと推測できる。それだけはタイミング的に良かった、と思える。

「ご来客がありました。女性の」

「女性？」

「ご婚約者の、森丘綾希子さんです」

　ピタリ、と社長の動きが完全に止まる。

「…………なんだって？」

　こちらを振り向いた顔は、こわばっていた。予想外の反応だったけど、何か腑に落ちるものを感じた。

　きっと私には、婚約の事実をギリギリまで隠しておくつもりだったのだろう。そう思った。

　震えそうになる唇を一度噛みしめてから、言われた通りに伝える。

「貴方の綾希子が訪ねてきました、と伝えるようにと」

「…………」

　こんな、固まった表情の彼を見るのは初めてだ。よほど想定外の出来事だったに違いないが、綾希子さんが平日の昼間に会社を訪ねてきた点と、私に婚約の事実が知られた点と、どちらの方の割合が高いのかは、判断がつきかねた。

「──写真よりもずっと、お綺麗な方ですね。とてもお似合いだと」

「ちょっと、待って」

　のろのろとした仕草で上げた手に、発言を制される。

「何かの間違いじゃないのか。人違いとか」

　この期に及んでもそんな言い訳をする人だとは思わなかった。それでもなお、失望の悲しみより恋の可能性を失う悲しみの方が大きい。

「いいえ。間違いなくお写真で拝見した方です。お名前も仰いましたし、社長を颯大さんとお呼びでした」

　当人でなければ、あんなに自信満々には名乗らないだろう。何と言っても老舗企業の創業者一族なのだ、照会がいけばすぐにバレてしまう。

　説明すると、社長は口を手のひらで覆い、視線をあらぬ方向へ彷徨わせた。沈黙が室内に下りる。

　何を考えているのだろうか──私に対してどう釈明しようか、とか？　それとも、どう開き直ろうか、とか。

　後から考えれば三十秒もなかったであろう沈黙が、その時の私には、何倍にも何十倍にも感じられた。

　……よく見ると、社長は手のひらの内側で、何かを呟いているようだ。ほとんど聞こえないけど、指の隙間から見える微かに動く唇で、それと知れる。

「──で、君はなんて答えたんだ」

　ふいに正面から、厳しい表情で見つめられてドキリとする。動揺を押し隠し、正直に回答した。

「承知しました、とお答えしました。あと、これを渡すようにと言われましたので、お渡しします」

　私が差し出した封筒を、社長は引ったくるように奪った。ペーパーナイフも使わずに開封して、入っていたカードに目を走らせる。一読したのち、表情を変えないまま片手でくしゃりと握りつぶした。

　内心で息を呑んだ。普段はそんな、乱暴な動作をする人ではない。綾希子さんの急な来訪に驚いたのだとしても反応が少し、いや、かなり極端な気がする。

「……それで、君は彼女の言うことを、全部信じたってことか」

　もう一度、正面から見つめられる。表情は微笑んでいるけど、目が本当には笑っていない。微かに背筋に寒気が走った。

「は、はい──疑うところはないとお見受けしましたので」

「疑うところがない？」

　言葉の端々に、ピリピリとした空気を感じる。機嫌を損ねたようだと察したが、何故なのかはわからなかった。

　私が戸惑ったのに気づいたのか、社長は目を細めた。笑うのではなく、剣呑な方向に。

「なるほど、俺の言葉は全く信じていなかったわけか」

「え？」

「戸倉さん。この後急ぎの仕事は？」

　急に問われて、時計を確認する。午後四時を過ぎていた。終業まであと一時間足らずだ。

「いえ、何もありません。どの件も明日以降で大丈夫です……社長⁉」

　頭の中のスケジュールをさらいながら答えた直後、いきなり手首を掴まれた。引っ張られるままに室内を歩かされる。

　私のパソコンの電源を落とし、デスクの下に置いていた鞄が取り出されるのを、ただ見ていた。突然の、理由のわからない行動に言葉が出ないのだ。

　自分のデスク脇のビジネスバッグも持ち上げ、社長は私を引きずるように社長室から出る。鍵をかけ、エレベーターで一階に下りた後、ロビーと正面玄関とは逆方向に歩き出した。

　通用口から出るのだと気づいて、ようやく慌てた。まだ終業時間ではないし、何の外出予定もないはずだ。この時間にどこへ行こうというのか。

　掴まれた手首を引き戻そうとするが、全く動かせない。それどころかさらに力を込めて拘束される。止めなければと思っても、今度は焦りと不安で気持ちが言葉にならない。

　ビル裏から大通りに出て、タクシーに乗り込んでやっと、拘束から解放された。

「社長、いったい何、っ」

　黙って、というように大きな手で口を塞がれる。もう片方の手でスマホを操作し、どこかに電話をしたらしい社長は、相手が出るとこう言った。

「ああ、水科だ。すまないが急なアポが入ってまた出ることになった。今日は私も秘書も直帰するから」

　短いやり取りで、相手が受付の誰かだとわかった。

　嘘をついてまで私を連れ出したい理由が何かあるのだ、と考えが及んで、呆然とする。

「しゃちょ、う……」

　呼びかけようとして、見下ろされた目に、唇が凍り付くのを感じた。

　苛立ちを隠さない、憤りを宿した瞳。

　完全に、怒らせている────だけどいったい何故？

　いくら考えても納得できる答えを思いつけない。考えすぎと混乱で頭がぐるぐるしてきた頃、タクシーが停まった。

　再び手首を掴まれ、引きずるように降ろされたのは、先月の誕生日に来たばかりの、ウェリタシアンホテルの前。フロントで名前を告げてすぐに鍵を受け取ったということは、どこかのタイミングで予約済みだったに違いない。

　混乱しまくっているくせにそんなふうに冷静さが残っている自分を、我ながらおかしく感じる。職業病なのか、人間の生存本能的なものなのか。

　などと考えているうちに、ホテルの一室に連れ込まれていた。ベッドの大きさからしてダブルルーム、部屋番号を見なかったから何階なのかはわからない。

　部屋に入った途端、後ろから抱きしめられる。その力は咄嗟に息が詰まったほどに強くて、彼の苛立ちの程度がそのまま表されているかのようだった。

「社長、っ……ん」

　思わず呼ばわった瞬間、首筋を吸われる。

「違うだろう。名前」

　つ、つっ、と舌先で肌を上向きになぞられて、ゾクゾクとした震えが全身を走る。息を詰めて声を堪えていると、彼の舌は私の右耳に到達した。

　耳たぶ全体を吸われながら舐められる。

「っ、あ……やぁ」

　耐えきれずに漏らした声は、ひどく甘ったるいと自分でも思った。彼がそれに気づかないわけもなく、耳元で、クスリと唇が笑んだのがわかってしまう。

「や、じゃないだろ。好きなくせに」

　囁かれる吐息にすら感じて、ゾワッとする。荒くなる息の合間に、絶え絶えに訴えた。

「っ、あ……な、んで、っこんな、こと」

「やっぱりだな。君は何もわかってない」

「どう──っ、ふ」

　どういう意味ですか、と出しかけた言葉は封じられる。強引に振り向かされて重ねられた唇が、熱っぽい。濡れた舌で唇全体を、次いで歯列をなぞられていく。

　まるで毒を染み込まされたみたいに、身体がじわじわと痺れていった。

「……言葉でわからないなら、身体にわかってもらうしかないだろ」

　剣呑に呟いた唇が、また耳へと到達する。

　ざらりとした熱がねっとりと、執拗に耳を嬲っていく。その熱さと感触が恐ろしく気持ち良くて、クラクラしてくる。

「あ、あぁ……だめ……そうた、さん」

　頭の中は飽和状態をとうに超えて、身体の制御ができないぐらいにぼうっとしていた。足に力が入らず、今にも膝が崩れ落ちそうだ。

「は、ぁっ……あ、も……っ」

　限界を訴えた直後、目の前が真っ白になって、全身が脱力した。倒れる、と思った身体は抱き止められ、そのまま横向きに抱え上げられる。

「耳だけでイったのか。可愛いな」

　瞼を開くと、三センチと離れていないところに彼の顔。

　心底嬉しげに笑う表情は、二十年以上見ていても慣れることがないほど、魅力的だ。達した後の余韻も手伝ってぼんやりと見入っていると、社長──颯大さんは私を横抱きにしたままベッドの縁に座る。

　そして私を再度抱え上げて、向かい合わせになるよう太股の上に座らせた。

　すかさず顔が近づき、唇が触れ合う。間を置かずに口づけは深められて、お互いの舌が絡み合った。

　唾液と呼吸を与え合うように交わされるディープキス。こんなに素晴らしいなんて、想像もしなかった。息の甘さと熱が、口内だけでなく身体中に満ちていくようで、すごく心地良い。

　ようやく離れた唇は、てらてらと濡れて光っている。唾液を纏わせたまま、彼の唇は再び私の首筋に、噛みつくように触れて、今度は下向きに動いていった。

　いつの間にか、ブラウスのボタンが外されていた。布地をかき分けた手のひらが、背中に回ってブラジャーのホックも外す。あっという間に上半身を覆うものは全部取り払われた。

　けれど恥ずかしさを感じたのは一瞬。間髪入れずに始まった胸への愛撫で、羞恥はすぐさま霧散させられる。

　左胸を形が変わるほどに揉まれながら、右の乳首を吸われ、舐られる。胸から波及する快感は凄い速度で全身に広がっていき、私を悶えさせた。

「あ、あっ……ん、ぁぁ、あぁっ」

　微かに身をよじりながら愛撫に応じていると、乳首に歯を立てられた。軽い痛みと、感じたことのない疼きに同時に襲われる。

「はぁん」

「今のも感じた？」

　楽しげに問うた颯大さんが、しかし私の応答は待たずに、乳首をしゃぶり続ける。まるで、そこを根こそぎ食べようとしているようにも見えた。そんな、どこか執着を感じさせる行為。

　──彼が、私なんかに執着している？

　だとしたら理由は何なのか。

　浮かんだ疑問は、胸から足の間へと移動した手に秘所をすっとなぞられた瞬間、頭の隅へと追いやられる。

　ショーツの上から触られただけでも、ソコが充分すぎるほど潤っているのがわかった。

　三たび、颯大さんに抱き上げられて、ベッドの上に四つん這いにさせられる。何故この姿勢に、と思っているうちにスカートを腰まで捲り上げられ、ショーツが下ろされた。

　下着が足から抜かれるのとほぼ同時に、熱く硬い切っ先がお尻の割れ目をなぞった。それだけでゾクリとして、思わず身震いする。

「ひゃぁっ」

「彩音はほんとに善い声出すな……もっと聞かせて」

　言葉が終わらないうちに、彼のモノが濡れた入口を割って突き入れられた──一息に、奥に当たるまで。

「あぁっ！」

　一気に入ってきた屹立は、前よりも大きく太く感じた。みっしりとナカを埋める肉棒の脈動が、膣壁を刺激して震わせている。

　ただ入れられただけで、全身が疼くほどに感じてしまっていた。

　私はなんていやらしい身体になってしまったのか。快感と羞恥で涙が浮かんでくる。

　嫌々をするように首を振った動きを、颯大さんはどう解釈したのか──背中に沿うように身体を倒してきて、抱きしめるように片手で乳房を覆った。

「あ、あぁっ……」

　その動きでさらに、彼が奥へと入り込んだ。もしかしたら膣の先、子宮に届いているのではないかと思うほどに深く。

「彩音のナカ、うねってる……俺のカタチ覚えてくれた？」

「あ、だめ、うごかないで」

　今、動かれたら、自分がどうなってしまうかわからない。そんな本能的な恐怖で訴えたけど無駄だった。最後まで聞かずに、彼は腰を振るい始めた。何の遠慮もない激しさで。

「あぁぁっ！」

　強く膣壁を擦り上げられ、繰り返し突かれて、あまりの気持ち良さに涙がこぼれる。ポロポロと落ちる雫がシーツに広がって、染みを作った。

　染みているのは涙だけではない。繋がった所から溢れた蜜が、太股を伝って膝へ、そしてシーツに垂れている。

　結合部からのじゅぶじゅぶという水音、肌がぶつかり合う打擲音がやけに大きく聞こえる。耳を侵されて、ますます身体がいやらしく変わっていくのを、快楽に支配される頭の隅でぼんやりと感じた。

　執拗に突かれながら、胸を揉まれ、先端を摘ままれる。強烈な快感に二カ所から襲われて、意識が飛びそうになる。

「や、ぁぁあ、だめぇ、いっしょ、は」

「だめ？　こんなに喜んでるのに？」

　ナカを掻き回すように彼のモノが動いた。まんべんなく壁を擦られる刺激に、感覚がおかしくなる。攪拌された蜜がまた溢れていく。

　身体の奥が歓喜に震えていた。気持ちいい場所を弄られて、内側を何度も暴かれて、この上なく嬉しいと叫んでいる。

　好きだと、制御のなくなった心が訴えていた。

　この人が好きだ。

　全てをさらけ出してもまだ足りないくらいに、大好きだと。

「……そう、た、さんっ……」

「ん？」

「も、だめ、くるし……」

「ダメだよ。まだ、わかってないだろ？」

「んぁっ、あぁ……わ、かった、から……っだか、ら」

「本当に？」

「あっ、あぁぁっ、ほんと……だから、ぁ、もぅ」

「イキそう？」

「あ、だ、めぇぇ、っ！」

　駆け上がる快感が弾けて、頭が真っ白になる。目の奥に星が乱舞した。

　ぐったりと、身体から一気に力が抜ける。握りしめたシーツに顔を埋めて荒い息を吐いていると、身体が反転された。繋がれたままに。

　仰向けになって向き合った彼は、獰猛な眼差しをしていた。

「……え？」

「これで済むと思う？　俺はまだイってない」

「え、え」

「もっとわからせてやる。寝かせないよ」

　宣言の後、彼は本当に、私を寝かせてくれなかった。

　抱き潰される、という経験をこの夜、初めてさせられたのだった。







【第四章】








「あ、や、そこは」

「ここ？」

　舌を這わせると、手のひらの内側で白い足が震えた。

「あ、あぁ、だめぇ」

「ダメじゃないだろ。こんなにヒクヒクして誘ってるくせに」

「誘ってな、いっ、あぁん」

　首を反らせて彩音は喘ぐ。こんなに甘い声で啼く、淫靡で綺麗な彼女は俺しか知らないのだと思うとたまらない。

　もっと苛めてやりたくなる。

「ほら、ここも凄い膨らんで、美味そう」

　ぷっくりと充血した突起を指で弾くと、花園の入口が痙攣して、とろりとしたものが溢れてきた。

　それを蜜とはよく言ったものだ。舌に乗せると例えようもなく甘く、そして淫らな気分にさせる毒。

「やぁぁ、あぁっ」

　舐め取りながら花芽を刺激し続ける。そのたび彩音が身をよじり、いやらしく悶える。胸の膨らみがふるふると揺れて、赤く起ち上がった先端が性欲をさらに刺激する。

　繰り返し抱くうちに、彩音はどんな愛撫にも、敏感かつ蠱惑的な反応をするようになった。その姿は魅力的にもほどがあり、理性を保つのが毎回大変だ。ギリギリの段階までセーブし、彼女が完全に蕩けたと判断できたところでようやく、自分の欲望を解き放っている。

「あ、あぁ、あぁっ！」

　ビクン、と彼女の足が硬直した。しばらくすると力が抜けていき、はぁ、はぁと荒い呼吸音が聞こえる。達したのだろう。

　準備を済ませ、再び、ほっそりした両脚を割り開いた。蠢く入口に自分自身を宛がい、侵入させる。

「あぁぁっ……」

　好きな女を貫きながら、そのナカに飲み込まれていく感覚。何度味わっても、この瞬間が一番善い、と思う。

　彩音のナカは心地良い。温かくて熱くて、俺を離すまいと絡みついてくる。すぐにでも出したい気分になるが堪えて、腰を律動させた。

「あっ、あっ、あぁんっ」

「気持ちイイ？」

「あ、んっ、ぁ、気持ちイイっ……あん！」

「ココ、好きだろ」

　彼女が感じるポイントはもう知り尽くしている。ソコを切っ先で押し上げてやると、背を弓なりに反らせた。

「やん、ソコぉ、そんな、っあ、しないでぇ」

「ん？」

　同じ場所をグリグリと刺激してやる。言葉で嫌がりながらも、内側はきついほどに、それでいて柔らかく締め上げてくる。彼女がどれだけ感じているかをダイレクトに伝えられて、征服感と満足感がいや増す。

　官能的な表情で目を閉じ、甘く啼き続ける彩音を、この世で俺だけが知っているのだ──なんて甘美な事実だろう。

　身体を密着させ、抱きしめながら彼女を穿つ。

「彩音、彩音のナカすごくイイよ」

「ん、ぁ、私もイイ……」

「っ、そんな締めるなって。イっちまうから」

「いい、イって、イキたい」

「いいのか？」

「ん、いいの、キて、お願い──あぁぁ」

　彩音の声が切なく揺れた。絶頂が近いのだと察する。

　律動を速め、最奥を刺すように突き上げた。

「あ、あ、あぁ、イク、来る、きちゃう」

「そのままイって、俺もイクから」

「あっ、颯大さん、っ、あ、あ────あぁぁっ！」

　背中に回った彩音の手が、肌に爪を立てた。跳ねる身体を強く抱きながら、自分の限界も迫っているのを感じた。

「……っ、く」

　食い締められて震えたモノが、ゴムの膜の中に白濁を迸らせる。

　──いつかは彼女のナカに直接、全てを放ちたい。

　燻る願望を思いつつ、余韻で小刻みに震える彩音と抱き合い直して、今夜も眠りに落ちた。




　そんな交際が半月ほど続いた、十一月の末。

　その日の朝、自宅を出ないうちから会長に呼び出された。出社したらすぐに会長室へ来いと。

　しかも、社長室に顔を出す前に、という。どういう意図なのかと首を傾げながら、言われた通りに出社後はまっすぐ、二十九階へと向かった。

　扉を開けると、正面のデスクに会長が厳しい表情で座っている。ほど近い壁際には、長年勤めている秘書が澄ました顔で立っていた。

　秘書がこういう、内面を読み取らせない男なのはとっくに知っているから良いとして、会長のこの様子は何だろう。いつでも基本的に、柔和な物腰を崩さないのに。

　腕組みをしたままこちらを見上げ、開口一番にこう切り出した。

「彩音ちゃんに手を出したそうだな」

　秘書に、ではなく「彩音ちゃん」。親友の娘として彼女を扱うということは、この場の話は父親としてのものなのだと気づかされる。

　頭の中のモードを切り替えて、応じた。

「ずいぶん決めつけた言い方をするな、親父」

「見た人間がいるからな。お前たち二人が土曜の朝、ホテルから出てきたところを」

　いつの間にか近寄ってきていた秘書が、無言で何かを差し出す。反射的に受け取ると、それは写真だった。日付と時刻入りで、俺と彩音がウェリタシアンホテルの玄関を出てくる瞬間が、確かに撮られている。

　撮影されたこと自体に意表を突かれはしたが、行動を後ろめたくは思わなかった。だが敢えて言うなら、職業的な立場で非難を受けることはあるかもしれない。彩音もそれを気にしていて、まだ関係を公にはしたくないと言っていた。

　彼女の気持ちを尊重するなら、まだ身内にも明かしたくはない──昔ならさておき、今はデジタル加工技術が個人レベルでも相当に高い時代だ。それを逆手に取ることにして、反論した。

「こんなの、いくらでも偽造できる。俺たちの顔だけを他の写真と合成していないとは言えないだろ。日時だって」

　だが、そんな反駁は予想していたと言いたげに、親父は動揺することなく言った。

「偽造じゃない。間違いなく現場でその時間に撮られた」

「なんで言い切れる？」

「撮ったのが、私が手配した探偵事務所の人間だからな」

「……は？」

　思わず、間の抜けた声を出してしまった。

「どういうことだよ」

「お前たちを張らせていた。ここ半月ほどな」

　親父の口角が上がる。目は全く笑っていないが。

「彩音ちゃんが最近落ち着きがないと、戸倉から連絡があった。お前が関わってるだろうと思ったが、案の定だったか」

　ふう、と訳知り顔で息を吐く親父は、写真以上の何かを知っているに違いない。そう思った。

「何が言いたいんだ」

「お前が彩音ちゃんに目をつけていたことなど、とうに知っていたということだよ」

　告げられた事実に、咄嗟に言い返せなかった。

　やはり周囲にバレていたという思いと、それが近しい身内である気まずさを、同時に覚える。

「彩音ちゃんが着任してからのお前ときたら、あの子を見る目が秘書に対してのものではなかったからな。まさか気づかれてないと思ったか？」

　まったく、と呆れたようにこちらを見やる。

「よりによってあの子に手を出すとはな。だから葛西の申し出はちょうど良かったんだ。あいつは身内贔屓のきらいはあるが、人を見る目は間違いない。可愛がってる姪にお前がふさわしいと思ったのならそうなんだろう。うちとしても森丘商事との縁がさらに強まるなら、それに越したことはないし」

　言い方が気に障ったことで、ようやく頭が回転を取り戻した。

「手を出したと言われるのは心外だ」

「本当のことだろう」

「彩音も受け入れてくれた」

「だが、仕掛けたのはお前の方だろう。そういうのを手を出すと言うんだ。ともかく」

　立ち上がった親父が差し出してきたのは、どこかで見たような白い封筒。

　彩音が渡されたという、森丘商事の創業記念パーティーの招待状と同じ。

「返事がないから、と私に言付けてきた。どうせ読まずに捨てたか何かしたんだろう。私からは母さんとお前と出席すると言ってある。日時を確認しておけよ」

「……そんな勝手なこと」

「勝手をしたのはお前じゃないのか。正式な見合いの話を仲人を通しもせず断って。これに関してはお前の意思を通させるつもりはない」

「親父」

「話は済んだ。自分の仕事をしに行け」

「待てよ、こっちは」

　物理的に詰め寄ろうとしたのを、秘書の身体に阻まれる形で止められる。

「会長はこれから外出のご予定がございます。これ以上の個人的なお話はお控えください」

　個人的な話を始めたのはそっちではないのか。と思ったのも束の間、秘書の貼りつけたような無表情と淡々とした物言いに、逆に毒気を抜かれた。

　秘書と、その向こうにいる親父を睨みつける。「俺は、同意していないからな」と告げるのが、情けなくも精一杯だった。

　それ以上の言葉を飲み込みながら、会長室を出て自分の部屋へと向かった。





　◇　◇　◇　◇　◇






「え、私に？」

　受付からその連絡が入ったのは、ある昼下がり。

　社長が短期の海外出張で留守をしている日のことだった。

『そう、こないだ見えた方がね、戸倉さんご指名で』

「こないだの方、って」

　私がある顔を思い浮かべるのと、狭山さんが答えるのはほぼ同時だった。

『ええ、あのすごい美人の女性』

　やっぱり。

　社長の婚約者と宣言した、森丘商事のご令嬢。

「……わかりました。すぐに行きますので」

『伝えるわ』

　通話を終え、持ち主不在のデスクに目をやる。

　社長──颯大さんに寝かせてもらえなかった夜から、二週間近く。

　あれから彼は、仕事が早く終わった日は私を誘い、ホテルに連れて行くようになった。日付が変わる前には家に送ってくれるけど、それまでは時間いっぱい、これでもかというほどに甘く抱かれる。

　反面、就業中は以前通りに戻った。つまりプライベートなやり取りを排除した、完全な「社長と秘書」モードに。

　彼のその切り替えは見事なほどに徹底していて、おかげで私も、仕事に関してはなんとか普通に対応していられる。

　それぐらいのギャップがないと、絶えず気になってしまうに違いなかった。彼の、甘い囁きや触れてくる手つき、繋がった時の満たされた感覚を──実際、一人になった時間は何度となく思い返して、そのたび身体を疼かせている。

　自分が骨の髄まで淫らになってしまったようで、とてつもなく恥ずかしい。けれどそのぐらい、彼に甘やかされながら愛されるのは気持ち良くて、心地良かった。

　……それなりに愛されている、のだとは思う。時に強引にされることもあるけど、毎回すごく優しい。

　彼の、大人の男性としての表情も存分に見せられていて、その色気たっぷりの空気にはいつも酔ったようになってしまう。抱かれるたび、彼への思いが増していくのを全身で感じている。

　行為の最中、好きだよ、とも言ってくれる──けど、どんな種類の「好き」なのかはいまだに判別しかねていた。

　私はたまたま、子供の頃から彼の近くにいられた。そんな私を、あの人はもしかしたら愛玩動物のように思って愛でているだけではないのか。子犬や子猫の頃から育てたペットのように。

　だって、そうでもなければ彼が、私を女として愛おしんでくれるはずがない──そんな考えがずっと、頭にこびりついて離れてくれなかった。最初の夜からずっと。




　一階ロビーに下りていくと、先日と同じ番号の応接ブースに、人影が見えた。背格好からしてあの女性だろう。

　近寄ると、振り向いたのは予想通り、森丘綾希子さんその人。初めて会った時と同じく、溢れ出る自信を身に纏っていた。

　私を認めて、口角を魅力的な形に上げる。

「そうそう、貴女よ。会えて嬉しいわ」

　どういう意味で「嬉しい」のか戸惑うばかりだけど、なるべく顔には出さないようにして応じる。

「お待たせいたしました。私にご用がおありと伺いましたが」

「その通りよ。貴女に大事な話があるの」

「何でしょう」

「貴女、颯大さんの幼なじみなんですってね」

　探るように見下ろされながら問われる。

「はい、そうです」

「おまけにここの専務、会長のお友達の娘ですって？　それで社長秘書だなんて、ずいぶん特別扱いされたものね」

　上から下までまんべんなく眺め回され、値踏みされている気分になる。おそらく九割九分、そうされているに違いなかった。

「まあ、貴女がどんな手段で入社しようが秘書の職を得ようが、どうでもいいのだけど。肝心なのはね」

　遠回しな侮辱に思わず反論しかけると、それを遮るようにぴしりと、人差し指を突きつけられた。

「身の程をわきまえるべきよ、貴女は」

「……どういう意味でしょう」

「これ以上勘違いするなってこと。長い間近くにいすぎてわからないのかもしれないけど、貴女のようなお子様は本来、颯大さんに相手にしてもらえるわけがないのよ。子犬みたいに可愛がられてるだけだってことにそろそろ気づきなさい」

　彼女の言葉に、殴られたような衝撃を受けた。

　──それはまさに、私が、もしかしたらそうなのではないかとずっと考えていた内容だったから。

　私を見て、綾希子さんは満足そうに笑った。きっと、我が意を得たりと思ったのだろう。そう感じさせる表情を私がしていたのかもしれない。

「ね、貴女も本当はわかってるんでしょう。自分が彼に愛されるのにふさわしい女じゃないって。当然よ、颯大さんと結婚するのは私なのだもの」

　黙ったままでいると、綾希子さんは机に上半身を乗り出し、手を伸ばしてくる。しなやかな指先が、私の顎をすくって上向かせた。

「身の丈に合わない感情は捨てなさい。貴女、よく見たら悪くない見た目なのだから、その気になればそれなりの相手を捕まえられるわ。颯大さんには及ばないだろうけど」

　声音はむしろ優しいぐらいだったが、言っていることは辛辣この上ない。彼女は、自分が選ばれないはずがないと、心の底から確信している。

　その自尊心の高さ、過剰なまでの自信を、羨ましいと思ってしまった。

　私の顎から指を外し、綾希子さんはさらに話を続ける。

「いいこと？　これは、彼と貴女のお父さんのご意向でもあるのよ」

　今度こそ、私は表情も口も頭も、凍り付いた。

　どういうことですか、と問い返すこともできない。

「あら、その顔だと知らなかったのね。お見合いはもともと彼のお父さん、会長さんからの働きかけだったのよ。息子に早く伴侶を見つけてやりたいから良い相手がいないかって。それで伯父が、私を紹介したの」

　ふふ、と楽しそうに綾希子さんは微笑む。

「聞いた話だと、貴女のお父さんも会長さんに同意したようね。君の息子が娘を惑わせる前に、って頼んだそうよ。それは間に合わなかったみたいだけど、まああれだけの男ひとだもの、独身のうちは遊ぶこともあるわよね」

　──私とのことは遊びだと、第三者に断言された。

「火遊びに目くじらを立てるほど、私は狭量ではないわ。けれど彼は社会的地位のある人だし、そういうことはそろそろ慎んでもらわないとね」

「…………」

「さてと。自分の立場とするべきことはわかったと思うから、これで失礼するわ。貴女が潔く身を引けば誰も傷つかないし何もなかったことになる。そういうことよ」

　……いつ、彼女が席を立って去ったのか、覚えていない。それぐらいに私の受けた衝撃は強かった。

　狭山さんに「大丈夫？」と声をかけられて我に返るまで、仕事はおろか立ち上がることも忘れて座り続けていた。




　終業時間までに今日の仕事を終え、まっすぐ家に帰る。

　父が帰宅したのは遅い時間だった。「なんだ、まだ起きてたのか」と言われる程度には。

「……お父さんに、聞きたいことがあって」

「何かな」

　何度となく頭の中で反芻した質問が、いざとなるとすぐには出てこない。唾を飲み込み、深呼吸を一度してから、やっと口に出した。

「颯大さん……颯にいちゃんのお見合い、もともとはおじさんとお父さんが進めてたって本当？」

　虚を突かれたように父は、二階へ行こうとする歩みを止めた。おもむろに振り返り、私に向き合う。

「誰に聞いた？」

「森丘綾希子さん」

「なるほど。そうだよ」

　短い回答が、頭の中だけでなく身体中に響く。

「どうして、そんなこと……」

「そういう聞き方をするということは、彩音はまだ、颯大くんに未練があるのかな」

「……未練、て」

「親を見くびってはいけないな。お前が颯大くんを慕っているのも、颯大くんがお前を異性として見るようになっていたのも、私たちはとっくに気づいてたんだ」

　ひんやりした廊下の空気が、さらに冷えた心地がした。

「お前たちが兄妹のように仲良くしてるのは微笑ましかったが、結婚させようと考えたことはなかった。颯大くんは将来、我が社の社長になる立場だったからな」

　論点が掴めなくて首を傾げると、父はやれやれと言いたげに嘆息する。

「わからないか？　水科の奥さんが一時期、心を病んで入院していたこと、覚えていないのか」

「──え、と」

「まあお前は小さかったからな。奥さんは一人で電車に乗ったこともない箱入りのお嬢さんでな、他人の悪感情にまともに触れた経験がなかった。結婚して初めて家を、親の庇護下から出た時、不特定多数の思惑に対応できるほどの精神的な強さには、欠けていたんだ」

　それで二十年ほど前についに倒れた、と父は説明した。

　うっすらと記憶がよみがえってくる。物静かで口数の少ない、颯大さんのお母さん。私が家族の食事会に参加し始めた少し後から、おばさんとは会えなくなった。何年か後に会ったおばさんは前よりもさらに寡黙になり、おじさんから離れて一人になる時はほとんどなかったように思う。

「奥さんが人よりも弱い人間なのは確かだが、我が社の社長夫人が常に周囲から値踏みされる、妬まれやすい立場であるのも間違いない。それだけの会社に我々が育ててきたゆえだが、水科は、奥さんに大変な重圧をかける結果になってしまったことを、今でも彼女に申し訳なく思っている」

「…………」

「お前にそんな思いは味わわせたくない」

「お父さん？」

「私が言うのも何だが、お前はよくできた娘だ。優秀で努力を惜しまない。しかし上流社会に馴染ませるための教育は、敢えてしてこなかった。努力の通用しない世界に囚われるより、一般社会で好きに生きる方が良いと思ったから」

　そこで父は苦い表情になる。

「だがそれが裏目に出たのか──好きにさせていた結果うちの社に入って、忖度しない人事が社長秘書にと望むほど優秀になってしまったわけだから」

　本当に誉める意味で言われているわけではないのは、口調でわかる。

「とはいえ、秘書としての優秀さと社長夫人としての適性が別問題ということは、お前もわかるだろう」

「……はい」

　頷かざるを得なかった。

　世間から見れば私は「大企業の専務のお嬢様」なのだろうけど、私自身はごく普通に育てられてきた。身体が弱かった小さい頃こそ箱入りだったかもしれないが、体調が安定して以降は他の子たちと同じように過ごさせてもらったし、極端に厳しくされた覚えもない。

　翻って言えば、世間で言うところの「庶民育ち」であり、一般的なマナー以上の「お嬢様」的な教育は受けてこなかった。

　そんな私と、周囲とは明らかに違う雰囲気と自信を纏っていた森丘綾希子さんと、どちらが颯大さんの隣に立つのにふさわしいか──おそらく、いや確実に綾希子さんに軍配が上がるだろう。「上流社会」の人たちだけでなく、私たち三人を見比べればきっと、誰もがそう判断する。

　今の私には、それが揺るがしようのない確定事項に思えた。

「そういうことだ。気持ちの上では納得いかないだろうが、往々にして感情よりも計算が優先される場合がある。ビジネスも上流もそういう世界なんだ」

　わかったらもう寝なさい、と告げた父はいつもと変わりない、穏やかな様子。けれど言葉の端々には先ほどまでの厳しさと苦さが残っていた。

　……父との話を終えた後、自分の部屋で、明け方まで眠らずに考えを巡らせた。そして、一つの結論を出した。





　◇　◇　◇　◇　◇






　十二月上旬の週末。

　俺と彩音は、ある温泉町に来ていた。

「いい天気で良かったですね」

　隣を歩く彩音は、久しく見なかった私服姿だ。クリーム色のニットワンピースに淡いグレーのコート、同系色のマフラー。

　そんなシンプルな装いが、彼女にはよく似合っている。常とは違う状況だからか、朝からずっと楽しげな表情を見せてくれるのも嬉しい。

　町に入ると、観光客や湯治客と何度となくすれ違う。さほど大きな観光地ではないが、都市から比較的近いため、けっこう賑わっている。

　ここに行きたい、と言い出したのは彩音だった。

『いきなりどうした？』

『あの、ボーナスが掛率アップで出せることになりましたし、他の業務も落ち着きましたよね。前から行ってみたいなって思ってて』

　近場すぎて行く機会がなかったから、と彼女は説明した。

　彩音がそんな希望を自分から言うのは初めてだったから、少し疑問に思いはした。だがあれこれの業務が一段落していたのは事実だったし、近場とはいえ行くなら当然泊まりがけになる。彼女との旅行、と考えたら気持ちが浮き立った。

　気晴らしをしたい思いもあった。例の見合いの件を、親父も葛西の小父も、そして相手となる女性も諦めていないのを、ありありと知らされたばかりだったのだ。

　個人としてはともかく立場上断ると体裁が悪い、と親父には言われたが、森丘商事の創業記念パーティーには参加しなかった。見合いの関係者が揃う場になど行ったら、何を言われるかわからない。下手すれば強引に、婚約成立を宣言される可能性も考えられた。

　だから外せない用事があると言い逃れたのだが、それ以降、親父や葛西の小父からの連絡が絶えない。加えて、携帯番号やメッセージアプリのＩＤを教えてなどいないはずの森丘綾希子嬢から、着信やメッセージが入ってきていた。一度だけメッセージを読んだが、自分に自信があるゆえの高慢さが言葉選びににじみ出ていて、以降は読む気になれなかった。アプリはブロックしたが、電話は今も日に一度は鳴らされている。憂鬱この上ない。

　そんなわけで旅行の手配をして、早くもその週末には出かける運びとなった。

　宿泊するホテルにチェックインを済ませてから、あらためて外へ出る。

　外湯巡りもお勧めですよ、とフロントで言われたが、それは明日に回すことにした。お土産物の店を見たい、と彩音が言ったから。

　宿や飲食店の間に点在する店を回る中、何度となく周囲から向けられる視線を感じた。時には不躾なほどあからさまに。

「颯大さんがカッコいいからですよ」

　と彩音は言うが、視線の主は女性ばかりではない。彼女を見ている連中も間違いなくいる。地味にしていても顔立ち自体の可愛らしさは一目瞭然だし、清楚で控えめな雰囲気を好む男も少なくない。彩音は充分すぎるほどに魅力的だった。

　その自覚が本人には全くないらしいのが、大いなる疑問なのであるが。

「彩音」

「はい」

「ところで、その敬語はいつ取れるのかな」

「えっ」

「ここは会社じゃないし、今は仕事中でもないだろ」

「──そうですね。じゃなくて、そう、だね」

　照れてはにかむ表情が、とても可愛らしい。新たな視線が向けられる気配を感じて、さりげなく周囲を見回す。店の入口近くに立っていた若い男二人が、そそくさと目を逸らした。

「何か欲しい物あった？　なさそうなら別の店に行こう」

　いくつかの店を回るうち、彩音が他よりも興味深そうに見つめる一品があった。

　ちりめん細工の髪飾り。様々な形や色合いがある中で、彼女はピンク地に花の模様が入った、小ぶりな物を手に取る。しばらく見つめる様子を確認してから、尋ねた。

「それ欲しい？」

「え、あ。可愛いなあって思って……えっ」

　手の中から髪飾りをつまみ上げ、レジに直行して会計を済ませる。商品の入った紙袋を渡すと、彩音は目を丸くして受け取った。数秒、無言で見つめた後。

「……ありがとう。大切にする」

　その言い方と声音が、たかだか千円ちょっとの品を贈ったにしては大袈裟な気がして、軽口を叩こうとした。

　だがそれより先に、彩音は店を早足で出る。

　店を出てからも何故か歩みを止めない彩音に追いついた時には、さらに違和感を覚えていた。

「彩音、どうかしたのか」

「──何が？」

「いや、その」

　いつものように見える微笑みの中にも、何か違うものを感じる。それをどう問おうか考えている間に、彼女は別の店へ入っていく。そうしているうちに、問うタイミングを失ってしまった。

　この時に違和感をきちんと追及しなかった自分を、後日、俺は責めることになる。




　ホテルに戻る頃の彩音は、すっかり普段通りだった。

　正確に言えば、旅先という日常と違う場所を適度に楽しむ若い女性として、不自然さを感じさせるところはなかった。

　部屋での夕食を満喫した後、それぞれに入浴する。露天風呂付きの部屋にしたのでそちらに入ってみたかったが、今日は大浴場にしたいと彩音が希望したので、楽しみは先延ばしにした。

　再び部屋に戻ったのは一時間後。湯上がりで浴衣姿の彩音は、それだけでそそるものがあった。

　抱き上げて、不在の間に敷かれた布団に横たわらせる。

「ん、……んっ」

　口づけながら浴衣の合わせを広げていく。あっさりと布ははだけて、ほんのりと色づいた綺麗な肌が露わになる。

　白い絹に赤い模様を落とすように、吸い上げて印をつける。いくつつけても物足りなく思ってしまうのは何故だろうか。

　形の良い膨らみの中心は、早くも固く起ち上がっていた。口に含み、舐め回してその甘さを味わう。

「あ、あぁ……あぁ」

　感じてあえかな声を漏らす彩音は、この上なく色っぽい。もっと感じさせて、乱れさせたくなってくる。

　もう片方の胸を揉みながら先端を指で挟んで擦り上げる。

「あぁん！」

　喉を反らし、身体をよじって悶える。彼女の声は本当に善い。興奮と欲望をかき立て、早く征服したくてたまらない気持ちにさせる。

　脇腹を撫でながら花園へ辿り着くと、ソコはもう潤っていた。茂みが黒光りするほど濡れて、暗がりの中でも光って見える。

　入口はなんなく、指二本の侵入を受け入れた。熱く柔らかな壁が絡みついてくる。

「は……ぁ」

　彩音が甘い息を吐くと同時に、ナカがきゅぅっと締まった。離すまいとさらに絡んで、締め上げてくる。

　指を回転させながら、彼女が感じる場所をぐっと押す。

「あぁっ！」

「ココ、やっぱり好きなんだな。ほら」

「っ、あぁ、だめ、あっ、やぁ」

　リズミカルに押し上げるたび、声とともに温かな蜜がこぼれてくる。指と壁を伝って溢れ出し、手首まで濡らしていく。

　ビクン、と身体の下で彩音が跳ねた。硬直した手足が次第に脱力する。

　は、は、と絶頂の余韻で短い呼吸をする彼女の下着を脱がせ、起き上がらせた。向き合う形で太股の上に座らせ、準備を済ませた自身を入口に宛がう。

　蜜を湛えた壺が、硬い熱杭を飲み込んでいく。

「……あ、あ……あぁ」

　滑りの良さと彼女の自重で、あっという間に一番深い所まで入った。指を入れた時よりもさらにねっとりと、ソコ自体が意志を持ったかのように絡んでくる。

「彩音……めちゃくちゃ気持ちイイ」

「わ、たし、も……っ、あ、あ」

　ほんの少し身じろぎしただけで、鋭く快感を拾っている。そのたびにうねる内側に締められて、とても我慢していられなくなる。

「動くよ」

　宣言とともに腰を突き上げると、切っ先が最奥に当たった。

「あぁっ！」

　彩音が喘ぐのと同時に、白い乳房が目の前で震える。誘うように揺れる硬く凝った実に、たまらずしゃぶりついた。

「ぁん、あぁ、だ、めぇ、あぁん」

　繰り返し突きながら、甘美な果実を味わう。彼女がだめと口走るのは、強く感じている証だ。恍惚とした表情が、熱とうねりを高める内側が、それを物語っている。

　いつしか彩音も、自分から腰を動かしていた。感じる所に当てようと淫らにくねらせ、さらに奥へと俺を誘っている。

　彼女の期待に応えるため、可能な限り激しく深く突いた。

「あ、あぁぁ、あぁ、ふかい、はげし……あぁぁん！」

「気持ちイイんだろう？」

「ん、きもち、イイっ、ぁん、もっとぉ」

「いくらでもしてやる、君が望む限り」

　乱れる顔を見たくて、繋がったまま布団に押し倒した。

　もはや言葉にならない嬌声を発し、彩音は啼き続ける。色気をこれでもかと溢れさせる身体の、いやらしく情熱的な反応に、興奮と欲求が止められない。

「あぁ、颯大、さん、くる、きちゃうぅ」

「いいよ、イって。俺も一緒にイく」

「あ、あぁ、いく、イっちゃう────あぁぁーーーっ！」

　限界まで喉を反らし、繋いだ手をちぎれんばかりに握りしめながら、彩音が達する。程なく俺も、駆け上がった熱い白濁を膜の中に吐き出した。

　互いに荒い息をつきながら抱き合う。甘く匂う汗の香りと、快感の余韻に包まれている中、彩音が腕に力を込めて身を擦り寄せてきた。

「彩音？」

「……もっと、したい」

　甘えるような声音で言われて、驚いた。彼女がそんなふうに、さらなる行為をねだってきたことは今までになかったから。

「疲れてるんじゃないのか」

「……大丈夫。だから、いっぱい抱いて」

　柔らかく香る身体に迫られて、抗える男は少ないだろう。相手が好きな女であればなおさら。

　乳房を押しつけるように抱きつく彩音を、ぎゅっと抱き返す。

「いいよ、朝まで抱いてやる」

　彼女から求められたことが嬉しく、男としての征服欲に火が点く心地を覚えた。

　言葉通りに俺は、外が明るくなるまで彩音を何度となく貫いた。甘く啼きながら、時には涙を流しながらのぼりつめる彼女のナカで、欲望を薄膜越しに放ち続けた。

　何度したのか、覚えていられないほどに繰り返した後、泥に沈むように眠りに落ちた。




　短い、だが深い眠りから覚めた翌朝、彩音は腕の中にいなかった。

　それだけでなく部屋にも、ホテルの中にも。

　温泉町から完全に、姿を消していた。電話を何度かけても出なかった。




　──家にも彼女が帰らなかったと知ったのは、翌日の朝。







【第五章】








　月曜になっても、彩音と連絡は取れない。

　それどころか出社もしなかった。無断欠勤など、あまりにも彼女らしくない振る舞いだ。

　昨日から続いている、胃が焦げ付くような思いを引き続き味わっていた午前、総務の女性社員が訪れた。

「特定記録郵便が届きました。社長個人宛です」

　差出人のない封書。だが宛名の字には見覚えがありすぎた。相手に礼を言って去らせた後、急いで開封する。

　中身は数枚の便箋と白い封筒。やはり彩音からだった。

　これまでの感謝を短く述べた後、退職して家を出ると書かれている。自らの不義理な行動に対する詫びで締めくくられていた。

　白い封筒の表には「辞表」の二文字。

　消印の日付は先週の金曜日。週末の旅行前に送られているということは──土曜の朝に会った時、彼女は決意を完全に固めていたわけである。

　旅先で違和感を覚えた瞬間を思い返して、激しく悔やんだ。何故あの時、きちんと彼女に問わなかったのかと。

　あの夜に彩音が、あんなふうに甘えて求めてきたのは、これが最後だと思い定めていたからに違いなかった。それに疑いを抱くことなく、唯々諾々と受け入れた自分に、今さらながら腹が立つ。

　ふと思うことがあり、受付に内線をかける。最近、俺か彩音を名指し訪問してきた女性がいないか尋ねると、ベテランである狭山という子が「先週、戸倉さんに会いたいと女性が来られました」と教えてくれた。しばらく前には俺を訪ねて来た、非常に美しい女性だとも。

　何があったのか、推測するのは容易い。

　関係先に連絡して、今日の午後の予定をキャンセル、もしくは延期にする。そしてさらに、数本の電話をかけた。




　社内は昼休みの時間だが、ここに顔を揃えている人間は皆、昼食どころではないだろう。

　普段なら来客を招き入れる専用の応接室に、親父が複雑な表情で、彩音の父が憔悴した面持ちで座っている。

　それぞれに自宅にいた二人を呼び出したのは三十分ほど前。彩音が辞表を送ってきた、早急に話をしたいと告げたら、二人ともがタクシーで駆けつけてきた。彼らの様子からするとおそらく、娘が帰宅しないことを彩音の父が親父に相談していたのではないだろうか。

　もっとも、彩音がすでに家にもいないことは、彩音の父から聞いて知った。

　彼女の城だった給湯室で、うろ覚えの記憶で三人分の茶を淹れて戻ると、彩音の父が弾かれたように顔を上げ、立ち上がる。

「颯大くん、彩音が送ってきた辞表というのは」

「座ってください。詳しい話をしますから」

　彩音の父が座り直し、湯飲みをそれぞれの前に置いてから、話を始める。

　各々が知ることを総合すると、彩音はどうやら、自宅からは最低限の必需品と衣類だけを持ち出しているようだった。そして週末の旅行については、友達と行くと両親には話していたらしい。

　彼女が温泉町のどこにもいないと判断した昨日、地元のタクシー会社とバス会社に連絡して、こういった風貌の若い女性が乗らなかったかと問い合わせた。その結果、あるタクシーが夜の明けきらない時間帯にそれらしき女性を乗せ、もっとも近い大きな市街地まで行ったという。

　そこには、この都市に繋がる鉄道の駅がある。彩音は一度このあたりまで戻ってきた後、おそらくはコインロッカーかトランクルームにでも預けていた荷物とともに、またどこかへ移動したのではなかろうか。

　送られてきた辞表と、俺宛の手紙を二人が読み終える頃には、一時間近くが経過していた。誰も湯飲みには手をつけず、茶は冷め切っている。

「……どうして、こんな」

　呟いたのは親父だった。彩音がどうしてこんな行動に出たのか、推測はできても納得ができないのかもしれない。父親の立場からすると、子供が家も仕事も捨てていなくなるというのは、たとえ理由がわかったとしても理解はしたくない事象なのかもしれなかった。

　重い空気の中、口を開く。

「伺った話では、親父と彩音のお父さんが今回の見合いを画策してたわけですよね。そしてお父さんは彩音に、俺を諦めるようにと諭した。だから彼女は、こうする結論を出したんでしょう」

　全ての縁を切って、姿を消すこと。

　たった一週間、いや数日でそんな決意をして、準備も済ませた。彼女がどれだけ深く悩んだか、そして覚悟のほどが思い知らされる。

　唐突に旅行を望んだのは、最後の思い出作りのつもりだったのか──冗談じゃない、という思いが湧き上がってくる。

　張り詰めた雰囲気の中、独り言のようにまた、親父が呟く。

「あの子がここまで、思い詰めるほどだったとは」

　いつもの親父らしからぬ、何の気力も威厳も感じられない顔つきになっていた。親父に続くように、今度は彩音の父が、うつむいたまま言葉を漏らす。

「……私は、あの子に余計な苦労をさせたくなくて、それだけを願って」

　苦しげな声だった。彼がそう言うのは、俺の母親の経歴を知っているからだ。二十年ほど前の一時期、過度の心労で一年ほど入院していた。周囲からの冷たい目や心ない中傷、数々の悪意に耐えきれなかったことが原因と知ったのは、大学生の頃。

「おじさんのお気持ちはわかります。母のことを知っておられるからでしょう。ですが彩音は、おじさんが思うほど弱くはないですよ」

　はっとしたように顔を上げた彩音の父は、記憶よりもかなり老けているように見えた。自分たちが成長した分、親たちは確実に年を重ねているのだ。それに今さら気づかされ、若干の衝撃を受けつつも、俺は言葉を続けた。

「彼女は優秀ですが、その分、妬み嫉みを受けることも間違いなくあったでしょう。女のくせにと、男からは差別的に見られたりしたかもしれません。けれど彩音は、それでも努力を重ねて今の立場を手に入れている。社長秘書になるのが夢だったと聞きました。そういう彩音が、社長夫人になった途端に、簡単に負けてしまうとは思えない」

　非常に努力家で、そして責任感が強い。普段の彩音の仕事ぶりを見ていればすぐにわかる。そんな彼女が今回の件で失踪を選んだ事実は、もう今までの生活には戻らないという決意表明に違いなかった。なおかつ、俺のことはなかったことにするという。

　だが当然、そんなことを唯々諾々と受け入れるつもりはない。

「おじさんから見れば、俺はまだ若くて未熟者でしょう。ですがこの会社を守っていく心構えと同じぐらい、いや、それよりも強い気持ちで彩音を大切に思っています。確かに今後、俺の知らないところで彼女が誹りを受ける場合もあるかもしれませんが、そういったことも含めて全力で守りたい想いに嘘はありません」

　そういう決心もなしに、手を出したりはしない。彩音を想うようになってからの年月、ただ感情を抑えて耐えていただけではないのだ。

　他人の感情はコントロールできないからこそ、防御のための盾が必要だ。その盾になるために力を尽くす。人間だから百パーセントは無理だとしても、できうる限り、完璧に近いレベルで守る。

　彩音を手に入れたいからこそ、この十年、その思いを少しずつ自分の中で固めてきた。守れるだけの男になるべく、努力も惜しまなかったつもりだ。

　だが己の想いに固執して、周囲への根回しや配慮を欠いていたのは反省せざるを得ない。

　三度目の沈黙は長かった。父親二人には今、様々な感情が巡っているのだろうと推測し、どちらかが口を開くのを待った。

「……こんなことを言うのは、あまりにも今さらだが」

　相当に待った頃、彩音の父が、掠れた声でそう切り出した。

「娘を見つけてやってくれないか、颯大くん。帰ってくるように説得してほしい……いつまでも待っている、何も心配しないでいいからと」

　穏やかながらも覇気を醸し出す、普段の様子はひとかけらも感じられない。ただ、娘を案じる父親としての、弱さと祈りがそこにあった。

「颯大、私からも頼む。彩音ちゃんを探して連れ戻してくれ。お前にしかできないことだろう」

　親父も今は、友人とその娘を気にかける、一人の人間だった。正直、こうなったゆえの手のひら返しの発言なのでは、と思う感情もなくはなかったが、そうであっても結果的には好都合である。

　それに、今の状況を生み出してしまった一因は、俺自身にもあるのだ。

　彼らの願いに否を唱える理由はなかった。





　◇　◇　◇　◇　◇






　店内の時計が午後一時を指した。交替の時間だ。

「すみません、上がりますね」

「ああ、お疲れさま」

　次のシフトに入っている先輩にレジを任せ、バックヤードへ向かう。奥のスペースで店長が、防犯カメラの映像をチェックしていた。

「店長、今日はこれで失礼します」

「お、もうそんな時間か。お疲れさん」

「お疲れさまです」

　四十代後半の店長は、看護師の奥さんと子供、そしてこのスーパーの持ち主であるご両親と一緒に、近くの二世帯住宅に住んでいる。そろそろ店長も、ご両親のどちらかと交替して休憩に入る時間帯だった。

「いやあ、それにしても戸倉さんがうちに来てくれて、ほんとに助かってるよ。物覚えはいいし接客も完璧だし。よそで同じ仕事してた？」

「いえ、スーパーは初めてなんですけど……接客の経験があって」

「そうなんだ。レストランかホテルかな」

「ええと」

　どう説明したものかと考えているところに、制服を着た店長のお母さんが入ってくる。

「交替よ。昼は作ってあるからお父さんと食べて」

「わかった、あと頼むな。ああ戸倉さん、シフト増やす件、できれば本気で考えといて」

「ありがとうございます。では失礼します」

　バックヤードを出て、もう一度レジの先輩に挨拶をしてから外へと出た。

　──あれから、今日で二週間。

　この町に来るまでの日々が、ずいぶんと遠く感じる。

　あの朝、颯大さんのそばから、そして温泉町から離れて、家の最寄り駅近くまで戻った。駅前のトランクルームに家から少しずつ運んでいた荷物をまとめて、県を二つまたいだこの町まで来た。ネットで調べた、女性限定のマンスリーマンションが駅の近くにあったからだ。

　加えて、ある程度は実家や会社から離れている方が良いとも考えた。私を知っている人がいる、来る可能性のなるべく少ない地域が。

　ならばもっと遠くへ行く方が良いのだろうけど、そこまでの蓄えはない。というより、どこへ行こうと住む場所は必要だから、そこにそれなりのお金が費やされることを考えると、他の部分はできるだけ節約しなければならなかった。

　ひとまずは日々の生活費を稼がなくては、と昼はスーパーで週に三日、夜はコンビニで週五日働いている。昼の仕事を少なめにしているのは、正社員で採用してもらえる職を探しているから。それでお金を貯めたら、別の町へ移ろうと考えている。

　自分の状況を考えると、同じ場所に長くいるのは得策ではない。家族や颯大さんが本気になれば、いつかは見つけられてしまうだろう。

　そうなる前に、少しでも遠くへ行かなくてはならない。




　会社にも、家にも──今までの生活にはもう、戻らないと決めた。颯大さんの近くに、彼の存在を感じられる所にいる限り、想いを断ち切るのは難しい。なにせ二十年も好きでいたのだ。それだけの感情を消すには相当に日にちがかかる。

　だから、今までの環境からはできるだけ距離を置きたかった。捜索されても当分は見つけられないぐらい、遠い場所に行かなければ。なるべく早いうちに。




　いったんマンションに戻り、遅い昼ごはんと職探しののち、コンビニに出勤したのは午後六時。仕事は夜十時まで。

　仕事終わりの会社員や塾帰りの学生たちの波が引き、店内にいるのは私と、もう一方のレジを担当するアルバイトさんを除けば男性客一人のみになった頃。

　自動ドアが開く気配に反射的に顔を振り向け、息が止まる。

「いら、……っしゃいませ」

　入ってきた人物はチラリと私を見て、すぐに目を逸らした。店内をゆっくりと一周した後、缶コーヒーとミネラルウォーターを手にレジへと来た──私の側に。

　努めて、店員に徹して接しようと、決まり文句を口にする。

「袋はご入り用ですか？」

「いや、要らない」

「お会計、二百六十八円になります」

　見慣れた形の手が、千円札とともに何かをトレイに置く。

【仕事が終わったら話そう】

　そう書かれたメモ用紙を、一読してポケットに押し込んだ。お札をレジに入れる処理をしながら、首を横に振る。相手は眉一つ動かさず、もう一枚のメモをカウンターに滑らせた。

【向かいのパーキングで待ってる】

「……お釣り、七百三十二円です。ありがとうございました」

「ありがとう」

　感情の読めない声を残して、彼は店を出ていく。

　ドアが閉まった途端、バイトさんがこちらに寄ってきた。偶然にも年の近い女性で、三つの仕事を掛け持ちしながら絵の専門学校に通っていると聞いた。

「ねえねえ、今の人、すっごいカッコ良くなかった？」

　比喩でなく、目が輝いている。彼女は男性アイドルの推し活もしているそうで、見た目の良い男性客には敏感だった。

「あー……そうですね」

「そうですねって。相変わらずねえ戸倉さん。イケメンに興味ないの？」

「ないわけじゃ、ないですけど。仕事中ですし」

「うわあ真面目。そりゃ仕事に真面目なのは当たり前だけど、あんまり堅すぎるともったいないよ。私たちまだ二十代なんだから、少しは楽しまなきゃ損だって」

「肝に銘じます」

　だからその言い方が堅いんだって、と指摘されると同時に、数人の男女が店へ入ってきた。私服姿だがおそらく高校生だろう。私もバイトさんも自分の定位置に戻って、彼らの様子に目を配る。

　万引きや立ち読みに注意するのはどんなお客に対してもだけど、未成年が来店した場合は特に気をつけなくてはいけない。何食わぬ顔でアルコールや煙草を購入しようとする場合もあるからだ。なおかつグループともなれば、人数の勢いで禁止行為に及ぼうとしたり、騒ぎを起こしたりする可能性もある。

　──彼らが店内にいる間だけは、目を光らせることに集中して、直前の出来事は忘れていられた。




　シフトが終わる時間が来るのが、とてつもなく憂鬱だった。けれど時間が止まってくれるはずもなく、時計の針が午後十時を指す時が来た。

　機械的にレジの残金確認を終えて、深夜担当の人と交替する。重く感じる足で、店の外に出た。

　……車道を挟んで向かい側、数台分しかスペースのないコインパーキング。一台だけ停められた車のそばに立つ人影が、嫌でも視界に入った。確実にこちらを見ている。

　気づかなかった、忘れたふりをして通り過ぎても、必ず追いかけてこられるだろう。そもそも居場所を見つけられた段階で、私に逃げる術はなくなっているのだ。

　観念して道を渡り、パーキングを目指した。

　近づく私を、当然ながら彼はずっと目で追っていた。パーキングに足を踏み入れたタイミングで、車の扉が開かれる。

「乗って」

　招かれた助手席に、大人しく座った。

　運転席に乗り込んだ颯大さんに尋ねられる。

「できれば、落ち着ける所で話したいんだけど──君が今、住んでる部屋は？」

「……女性だけのマンスリーだから、ちょっと」

「なら少し移動するよ」

　そう言った彼の運転で向かったのは、隣の市にあるホテルだった。ウェリタシアンほどではないけどグレードはそこそこ高い。

　空いていたスイートルームの、リビングスペースに向かい合って座った。こういう部屋を「落ち着ける所」と認識している颯大さんとの、価値観の違いを感じる。彼はそういった世界で育ってきているんだ、とあらためて知らしめられたような気がした。

　──とはいえ、すぐに実家へと連れ戻されなかったのは正直、意外だった。ご両親が心配してるから、と言われてそうされて当然なのに。

「だいたいの事情は親父と、君のお父さんから聞いた。葛西の小父からもね」

　そんなふうに話を切り出され、はっとする。

「だから君が、今回の行動に及んだ理由も、把握してるつもりだ。その上で言うけど」

　引き締められた雰囲気に、身構えた。きっと怒られると思ったから。けれど。

　抑えられた声音のまま、彼は残念そうに言ったのだ。

「何をするよりもまず、俺に打ち明けてほしかった。疑問も悩みも不信も全部。そんなに俺は頼りなかった？」

「そ、そういうわけじゃ……でも」

「ん？」

「頼るべきじゃない、とは思いました。これ以上、私なんかがそばにいてはいけないのだからと」

　ふうっ、と颯大さんが大きなため息を吐く。

「君は、どうしてそうなんだろうな」

「え？」

「どうして『私なんか』とか考えるんだ。君は充分に魅力的な女ひとなのに。でなければこんなに、好きになったりするものか」

「……あの」

「なんだ、その『初耳です』みたいな顔は。まさか、今まで俺が言ったこと、まだ信じてなかったのか」

　心底呆れた口調で言った後、彼は髪をかき上げながら天を仰いだ。

「そこまで君が強情だとは知らなかった」

「ご、ごめんなさい。その、嬉しいとは思いました。けど──ずっと妹みたいに扱われてましたから、本当に好きになってもらえるとは思わなかったんです。きっと、子犬とかを可愛がるのと同じようなものなんだって」

「それ、誰に言われた？」

　急に鋭い眼差しを向けられ、背筋が冷える心地がした。

「……森丘綾希子さんです。でも、似たことは自分でも考えてました」

　微かに舌打ちの音が聞こえる。普段、そんな反応は絶対にしない彼なのに。何か相当に、思うところがあったのだろうか。

「伝言を預かってるから、伝えておく。君のお父さんからだ。いつまでも待ってるから帰ってきてほしい、何も心配しなくていいからと」

　胸が苦しくなる。思い出さないようにしていた父と母の顔が浮かんで、二人がどんなに心配しているだろうか、という点に思い至ってしまう。

「親父と葛西の小父からは、すまないと言付かった。見合いの話は正式に断った」

「…………」

「あと、辞表は受理してない。俺のデスクの引き出しに入れてる。会社には急病でしばらく療養すると手続きしてある」

　そこで、彼はすっと息を吸い込んだ。

「すまなかった」

「えっ」

　颯大さんが私に向かって、深く頭を下げる。理由がわからなくて戸惑っていると、彼が頭を下げたまま言葉を続ける。

「こうなってしまってから気づいたよ、どれだけ周りのことを考えていなかったか。ただ自分の感情が、君を手に入れたい想いばかりが先走っていた。俺が何よりもまず、彩音以外と結婚するつもりはないことを伝えるべきだったんだ、俺と君の親に」

　静かだけど強い後悔を感じられる口調に、かつ言われた内容に、私は焦った。

「そ、そんな……颯大さんが謝ることじゃ」

「いや、間違いなくそうなんだ。立場的にも男としても、俺が先んじて話しておくべきだった。彩音と結婚したいって。そうしていたらあるいは、今回の事態を招かなかったかもしれない」

　結婚、という単語がまた出てきて、思わず緊張を覚える。

　これまで彼から、好意は伝えられても、結婚について語られたことはなかった。匂わされた記憶もない。だからこそ、何度も「愛してる」と言われても、心の底からは信じきれずにいたのだ。本当の意味で女として愛されているわけではないのだろうと思って。

　心臓の鼓動が、うるさいぐらいに耳の近くで聞こえる。息苦しさに胸を押さえた時、颯大さんがやっと顔を上げた。

「だから本当は、彩音を責める権利なんか俺にはないんだ。頼りなく思われたとしても無理はなかった。けどめちゃくちゃ心配はしたし、ご両親もうちの親も同じ気持ちだ。君がどうしてるか今も案じてる」

「それは、その……すみませんでした。私も、自分の気持ちばかり優先させてしまって。颯大さんを諦めるにはとにかく離れなくちゃいけないって、そう思って」

　声を出さずに颯大さんが頷く。

「君はそう考えたんだろうとは思った。全てなかったことにして今までの生活から離れるつもりなんだろうと。けど、もうそんな必要はない」

　きっぱりと言い切った彼が、ソファから立ち上がった。

「彩音はいつでも戻ってきていいんだ。家に、会社に──俺の隣に」

　こちらに近づいてきた彼が、私のすぐ横で片膝を付いた。左手を取られる。

「これから先、俺が隣にいてほしいと思う女は彩音だけなんだ。結婚したらおそらく、俺の母親がしたような苦労をさせるだろうとは思う。どうしても目の届かない時もあるかもしれない。けどできる限り気をつけてフォローするし、大事なことは必ず最初に言うようにする。周りにも君にも。だから……俺と一緒に、これからの人生を歩んでいってくれないか」

　誠実な告白とシチュエーションに、呼吸が一瞬止まった。

　端正な顔に浮かぶのは、見たことがないほど真剣な表情。そして同じぐらいの真剣な眼差し。握られた手から伝わる温かさ。受け止めたそれらの熱が全身に広がった時、私は彼に囚われた。

　いや、とっくに囚われていたのだ。初めてこの人と抱き合った夜から──初めて彼にときめいた幼い頃から。そのことが、今さらのように身に沁みてわかった。

　この人から離れて、平気でいられるわけがなかった。

　彼への想いを消してしまえるはずがなかったのだ。

　昔から、そして今も、私にとって一番の男性は「颯にいちゃん」なのだから。

　──この人と一緒ならきっと、何も恐れることはない。そう思えた。

　からからになった口の中を湿らせて、なんとか答えを返す。

「私で、よければ」

「よければ、じゃない。彩音でないと困るんだ。ちゃんと答えてくれ」

「──はい。これからよろしくお願いします」

　そう口にした瞬間、目尻から涙がこぼれ落ちた。立ち上がった颯大さんにつられる形で立たされ、引き寄せられる。

「君がいない間、本当に不安だった」

　ぎゅっと抱きしめられながら、吐き出すように打ち明けられた。

「絶対見つけるつもりだったけど、もし見つけられなかったらどうしようって──夢の中でも探してたぐらい、彩音がいなくて寂しかった」

　頬を寄せられ、手のひらで背中をそっと撫でられる。

「君がそばに戻ってきてくれたことを、もっと実感したい」

　いい？　と囁くような問いに、一瞬の間の後、頷く。

　手のひらが今度は頬を撫で、顔を上向かせる。静かに降ってきた唇が、私のそれに重ねられる。

　知っている温もりに、心臓が音を立てた。

　──本当はずっと、彼に会いたかった。そばにいたかった。心の底で押しつぶしていた思いが膨らんで、溢れ出す。

　キスはすぐに深まった。唇をこじ開けた舌が、口内に入り込んで私の舌に絡む。唾液がたちまち、甘く痺れさせる媚薬になる。

　長い口づけの後、促されて、寝室へと移動した。

　キングサイズのベッドにもつれるように倒れ込む。お互いの服を脱がせ合う間が、ひどくもどかしく感じた。

　一糸纏わぬ姿になると、間髪容れずに前戯が始まった。首筋と胸を同時に愛撫され、肌を何度も吸い上げられる。もう感じることはないと思っていた気持ち良さに、素直に感じる声が漏れる。

「あっ、あ、ぁん、あぁん」

「その声、ずっと聞きたかった……もっと聞かせて」

　言いながら彼の手は、臍の横を撫でながら、ソコへと辿り着く。指先で触れられただけで、すでに溢れるほどに濡れているのがわかった。

「すごく濡れてる。期待してた？」

「は、い」

「素直だな。じゃ存分に、期待に応えさせてもらうよ」

「んっ」

　つぷり、と泡が弾ける感覚とともに、指が入ってくる。

　久しぶりだからか期待していたからか、今までで一番、その感触と刺激を内側が敏感に拾う。

「あ、あぁ……あっ、そこ」

「ココ？」

　知っているはずなのにわざわざ確認してくる颯大さんは、やっぱり少し意地悪だ。けれどそんなところにさえ、私の胸はときめいてしまう。

「ん、そこ……っ、あ、イイ」

　リズミカルに何度となく、感じる場所を押される。そのたびに奥の奥から、とろとろと湧いてくるのがわかった。

　指じゃ、物足りない。もっと太くて、熱いモノが欲しい。そう思うのとほぼ同時に、指が引き抜かれた。

　膝を割られた時、目に入った彼のモノに、違和感を覚える。じっと見つめて気づいた。避妊具が着けられていない。

「颯大さん……？」

「ごめん、持ってきてないんだ。けど君が欲しい」

　情欲に濡れた目と声で、懇願される。少しだけ躊躇したけど、応じた。

「ん、いいよ……私も欲しい」

　いつもよりも逞しく見えるソレを、早く挿れてほしかった。

　わかった、と頷いた彼が、自身を私の入口に宛がう。腰を押し進めるにつれて、媚肉を広げながら入ってくる。

　すんなりと、私のナカは彼を飲み込んだ。脈動を感じて、背筋にゾクゾクと震えが走る。何も遮るもののないソレが、こんなに熱くて心地いいとは思わなかった。

　はあっと、感に堪えないように颯大さんが息を吐く。

「やばい──ものすごく気持ちイイ、彩音」

　手加減できないかもしれない、と囁かれて、私の胸に湧いてきたのは喜びだった。腕だけでなく足も使って彼に抱きつく。

「それでいいから。颯大さんの好きなようにして」

「……彩音、君って子は」

　彼が苦笑する気配を肩で感じる。

「無自覚に煽ってくるから始末が悪い」

「え、別に、煽ってなんか……あ」

　ぐぐっと、ナカで彼の質量が増す感覚。埋め尽くされて少し苦しいけど、それ以上に、満たされた気持ちになる。

　ちゅ、と短いキスをされた後。

「もう何でもいいよ。お言葉に甘えて、好きにするから」

　そう宣言して、彼は私の両脚をさらに広げ、膝を胸に付くほどに折り曲げた。

　おもむろにソレを一度、入口近くまで引き戻される。次の瞬間、一息に最奥まで突き入れられた。

「あぁぁっ！」

　強い刺激に、思わず叫びを迸らせた。性急な動きで揺さぶられ、結合部から水音が聞こえるほどに激しく突かれる。

　そうされるのが気持ち良すぎて、頭から爪先まで快感でいっぱいにされていく。身体も心もおかしくなってしまいそうだった。

「あ、あぁん、あぁっ、だめぇぇ、やぁぁん」

　もはや何を口走っているのかも、自分ではわからない。ただただ、与えられる快楽を享受することしかできない。

　肌が打ちつけられる音が絶え間なく響く。

「彩音、好きだ、彩音──愛してる」

　そんな囁きにも、コクコクと首を振るばかり。強すぎる快感で浮かんでくる涙をまばたきで散らしつつ、彼をまっすぐに見つめる。

　私の視線を受け止めた颯大さんの、目に灯る火が、さらに燃え上がったように見えた。彼はナカを突き上げながら、奥を切っ先でグリグリと掻き回してきた。

「は、ぁんっ、あっ！　だめ、それ、あぁっ」

　内側をぐちゃぐちゃにされる感覚が、怖くもあり気持ち良くもある。止めてほしいけど止めてほしくない、倒錯した思いが渦巻き、強烈な快感と混ざって目眩がしてきた。

　溢れた涙がこめかみを伝ってシーツを濡らす頃、身体の底から急激に、何度となく経験した予感が這い上がってきた。

「あ、も、だめ、来る、きちゃうっ」

「ん、俺もそろそろ、だから……一緒に」

「あぁ、イク、いく──あぁぁっ！！！」

　弓なりになって絶頂した、一瞬ののち。

　内側で彼が震えて弾け、滾ったものが吐き出された。

　初めて受け止めたその熱は、思った以上に熱く、そして多かった。入ったままでも、たらたらと入口から零れていくほどに。

　ゆっくりと引き抜かれると、量を増して溢れ出る。けれど当然、ナカに残った分も少なくないだろう。それが何を意味するのかは、もちろん理解している。

　その上で拒まなかった。颯大さんが欲しかったし──もし子供が今できてもかまわない、そうなったら必ず産んで育てると、躊躇を振り捨てて決めたから。

　達した余韻で靄がかかる視界に、ぼんやりと彼の顔が映る。まばたきで靄を払うと、この上なく優しく、そして嬉しそうな笑顔が見えた。

「俺を受け入れてくれてありがとう、彩音」

　そっと髪を、頬を、長い指が撫でていく。

「彩音のこと、誰よりも大切にする。何があっても一生、君を守るよ」

　汗ばんだ温かな身体が、私を包む。

　必ず守るから、と繰り返し囁く颯大さんに抱きしめられながら、私は心地良く深い眠りに落ちていった。





　◇　◇　◇　◇　◇






　それから、およそ半年後。

「お支度ができました」

　会場スタッフに告げられて控室に入ると、真っ白なドレスに身を包んだ彩音がいた。

　もちろん充分に承知した状況だったのだが、今の今まで、ドレス姿は写真でしか見ていなかった。いざ実際に目にすると、言葉を失う──想像をはるかに超えたレベルで、彼女が美しく見えて。

　まばゆさに目を細めながら、ようやく口に出した感想は、なんともありふれていた。

「……綺麗だな」

　頬を赤らめて彼女が微笑む。

「ドレスが？」

「そうじゃないよ。彩音が」

　視線を交わして、今度は声に出して二人で笑った。最近の彩音はこんなふうに、会話の中で軽く混ぜ返すようなことを言ったりもする。それだけ気を許してくれている証だと思えるから、けっこう嬉しい。

「颯大さんもすごく素敵」

　そう言われ、あらためて自分の格好を見下ろす。彼女が着ているドレスと同じ純白の、タキシード。

　結婚式を今日ここで挙げると決めたのは、ほんの三ヶ月前のこと。

　理由はとても簡単で、その少し前に、彩音の妊娠が判明したからだ。両親を交えた話し合いの末、披露宴は出産後に、挙式は出産前に行うという結論になった。招待客の多い披露宴は準備の日にちも必要だし落ち着いてからの方が良いだろうけれど、近い身内にはできるだけ早く形を整えて知らせるべきだと、両家ともに考えた結果だ。

　正確に言えば、現段階での挙式も、俺は気が進まなかった。今の彩音にはほんの少しの無理もさせたくなかったから、当面は入籍だけ済ませておけば充分とも思った。だが当の彩音が『つわりも軽いし、安定期に入ればきっと大丈夫』と言ったので、口を挟む間もなく双方の両親が準備を進めていってしまった。

　話し合いが終わる頃にはもう、式場の仮押さえをしてしまったほどに。

　それからは何もかもがあっという間で、今日を迎えているという実感が、正直なところ湧ききっていない。目の前の彩音の様子と相まって、なんとなくまだ、夢を見ているような心地もする。

　けれど、夢ではないのだ。

　今日、俺と彩音は、一生をともにする誓いを立てる。家族と親戚の前で。

　言葉にして考えてようやく、感慨が湧き上がってきた。入籍は済ませても、式を挙げる日というのはやはり、特別なものなのだ。参列者に対して夫婦になったと知らしめる、そして自分たちが生涯の伴侶になると再認識する、ターニングポイントとして。

　十分後にお呼びしますね、とスタッフの女性が控室を出ていく。二人きりになった部屋の中には、雲一つなく晴れ渡る空からの光が、大きな窓を通して射し込んでいる。梅雨の晴れ間に恵まれましたね、と会場スタッフには喜ばれた。

「彩音──いろいろ、ありがとう」

「ううん、こちらこそ。式ができて、すごく嬉しい」

「俺もだよ。これから先もよろしく」

「うん、末永くよろしくね」

　互いの目を見つめて、そんなふうに感謝を口にする。

　微笑み合い、ごく自然に彩音の手を取った。まだベールは下ろされていない。顔を近づけると彼女は目を閉じる。

　温かな日射しが満ちる中、本番に先んじて、二人だけの誓いを静かに交わした。





―終―









あとがき








　皆様、はじめまして。

　まつやちかこと申します。

　このたびは私の作品をお読みくださいまして、誠にありがとうございます。




　濃蜜ラブルージュ様から作品を出していただくのは、今作が初めてとなります。

　商業デビューして約三年、現代ものを中心に書いてきた私にとって、ラブルージュ様からご依頼を頂くのは目標の一つでした。

　それを達成することができて、今とても嬉しく思っております。




　どんなお話を書くかあれこれ悩んだのですが、最終的には幼なじみ・年の差カップル・初恋ものと、昔から好きな設定を詰め込んだ作品と相成りました。

　読んでくださった皆様に、少しでもお楽しみいただける物語に仕上がっていましたら、何よりの幸いです。




　表紙イラストを描いてくださいました小お島じまちな先生、本当にありがとうございました。

　ラフ段階からドキドキさせていただき、完成版の拝見時には、あまりの美しさにディスプレイの前で悶えてしまいました。

　彩音を可愛くセクシーな女子に、颯大をカッコ良く色気ある男性に描いていただき、感無量です。




　今作の刊行に関わってくださった方々に、この場を借りて心からの感謝をお伝えします。

　特に、物語の基礎作りにご助力くださった初代担当様、ブラッシュアップにご協力いただいた二代目担当様、お二人には非常にお世話になりました。

　数ある小説の中からこの作品を選んでくださった読者の皆様にも、最大級の感謝を捧げます。




　またお会いできる日が来ることを、心より願っております。






まつやちかこ
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